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推進教員と支援教員を募集

—  2
—      6

 — 25

主な内容狙いを定めて
　今も昔も子どもに人気の輪投げ。うまく投げ
たつもりが、なかなか思うようにならず、い
つの間にか熱中してしまいます。「今度は入るか
な」。次の一投にみんなの目が注がれました。
（11月21日・産業まつりで）



年末年始の

 

交
通
規
制

成
田
山
を
中
心
に 

実
施
さ
れ
ま
す

　

年
末
か
ら
正
月
に
か
け
て
、
参
拝
客

な
ど
で
成
田
山
を
中
心
に
市
街
地
が
混

雑
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
交
通
の
安
全

と
混
雑
の
緩
和
を
図
る
た
め
に
第
1
種

（
交
通
規
制
図
①
）と
第
2
種（
交
通
規

制
図
②
）に
分
け
て
交
通
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
。
車
両
の
通
行
が
規
制
さ
れ
ま

す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署︵
☎
27
︲

0
1
1
0
︶へ
。

至栄町

至香取・稲敷

至銚子

至香取

土屋交差点

イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田

国
道
4
0
8
号

空
港
通
り

寺台
インターチェンジ
寺台
インターチェンジ

至成田インター・空港

国際文化会館

JA成田市

成田
中学校

土屋中央通り

霊光館

弘恵会土屋
駐車場

成田山
新勝寺
成田山
公園

成田高校

名取亭
東参道

東和田駐車場

成田観光館

信徒会館

電車道

電車道

R51

電車道

新
参
道

表参道

西
参
道
三
の
宮
通
り

至我孫子 至印西

郷部大橋

成田小学校成田小学校

薬師堂
交番

自動車
祈とう所

公園
通り

西
口
大
通
り

成田
警察署

JR成田駅

新勝寺

指定方向外通行禁止

指定方向外通行禁止

京成
成田駅
京成
成田駅

日赤
病院
日赤
病院

エスエス製薬エスエス製薬

京成
成田駅

開運橋

千葉交通
ビル

千葉交通ビル

市役所
通り成田市役所成田市役所

成田
市役所

消防署消防署
国道51号

成田山入口
交差点

至千葉

サウンドハウス・
スポーツセンター
（中台運動公園）

卍

事業用のバス、指
定車、原動機付自
転車、軽車両、タ
クシー、規制区間
内に保管場所が
ある車両を除く

指定車、原動機付自
転車、軽車両、規制
区間内に保管場所
がある車両を除く 成田高校 寺

台
交
差
点松原交差点

JR成田駅

至栄町

至香取・稲敷

至銚子

至香取

土屋交差点

イ
オ
ン
モ
ー
ル
成
田

国
道
4
0
8
号

空
港
通
り

寺台
インターチェンジ
寺台
インターチェンジ

至成田インター・空港

国際文化会館

JA成田市

成田
中学校

土屋中央通り

霊光館

弘恵会土屋
駐車場

成田山
新勝寺
成田山
公園

成田高校

名取亭
東参道

東和田駐車場

成田観光館

信徒会館

電車道

新
参
道

表参道

至我孫子 至印西

郷部大橋

成田小学校成田小学校

薬師堂
交番

自動車
祈とう所

公園
通り

西
口
大
通
り

成田
警察署

京成
成田駅
京成
成田駅

成田
赤十字病院
成田
赤十字病院

エスエス製薬エスエス製薬

JR成田駅JR成田駅

一本松通り一本松通り

開運橋

千葉交通
ビル

市役所
通り成田市役所成田市役所

消防署消防署
国道51号

成田山入口
交差点

至千葉

サウンドハウス・
スポーツセンター
（中台運動公園）

卍

西
参
道
三
の
宮
通
り

●�12月31日㈭�午後9時〜 1月1日（金・祝）�
午後6時

●�1月2日㈯・3日㈰・10日㈰�午前9時
30分〜午後5時

午前10時〜午後4時

午前11時〜午後3時
午前10時〜午後4時　車両通行止め
　　　　　　　　　　　　（特に急を要する指定車・二輪車、軽車両を除く）

交通規制図①�（第1種交通規制）

車両通行止め （特に急を要する指定車を除く）

車両通行制限

一方通行

指定車、原動機付自転車、
軽車両、タクシー、規制区
間内に保管場所がある車両
を除く（ ）

交通規制図②�（第2種交通規制）

●1月4日㈪〜 31日㈰（10日㈰を除く）
午前10時〜午後4時　車両通行止

車両通行止め
（特に急を要する指定車を除く） 事業用のバス、指定車、原動機付自

転車、軽車両、タクシー、規制区間
内に保管場所がある車両を除く（ ）

一方通行

規制日時

規制日時

▶交通規制
▶ごみ収集
▶施設の休館日

ご確認を！
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ご
み
収
集

地
区
に
よ
り 

収
集
日
・
時
間
が
異
な
り
ま
す

　

年
末
年
始
の
ご
み
の
取
り
扱
い
は
左

表
の
通
り
で
す
。

　

下
総
・
大
栄
を
除
く
地
区
の
収
集
は

12
月
31
日
㈭
ま
で
通
常
通
り
、
開
始
は

1
月
4
日
㈪
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、
成

田
①
地
区（
下
図
）は
1
月
中
の
収
集
が

夜
間
に
な
り
ま
す
の
で
、
収
集
日
の
午

後
6
時
ま
で
に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
ほ
か
の
地
区
は
、
通
常
の

収
集
と
な
り
ま
す
の
で
、
収
集
日
の
午

前
8
時
30
分
ま
で
に
、
集
積
所
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ご確認を！　年末年始の交通規制・ごみ収集・施設の休館日

　

下
総
・
大
栄
地
区
の
収
集
は
12
月
29

日
㈫
ま
で
、
開
始
は
1
月
4
日
㈪
か
ら

で
す
。
収
集
日
の
午
前
8
時
30
分
ま
で

に
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

大
掃
除
な
ど
で
出
る
ご
み
を 

直
接
搬
入
す
る
場
合
は

　

下
総
・
大
栄
を
除
く
地
区
の
人
は

「
燃
や
せ
る
ご
み
」
は
い
ず
み
清
掃
工

場
に
、「
ビ
ニ
ー
ル
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
類
」「
ビ
ン
・

カ
ン
・
ガ
ラ
ス
」「
金
属
・

陶
磁
器
類
」
は
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
に
、
そ
れ
ぞ
れ

分
別
し
て
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

下
総
・
大
栄
地
区
の
人

は
「
可
燃
ゴ
ミ
」「
ビ
ン
・

カ
ン
」「
不
燃
ゴ
ミ
」
に
分

別
し
て
伊
地
山
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
て
く

だ
さ
い
。
搬
入
に
は
搬
入

券
が
必
要
で
す
。

　

受
付
日
時
は
上
表
の
通
り
で
す
。

粗
大
ご
み
の
収
集
は 

お
早
め
に

　

下
総
・
大
栄
を
除
く
地
区
の
人
は
、

12
月
28
日
㈪
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
年
末
は
込
み
合
い
ま
す
の
で
、

収
集
が
年
明
け
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
受
け
付
け
開
始
は
1
月
4
日
㈪
か

ら
に
な
り
ま
す
。

　

下
総
・
大
栄
地
区
の
人
は
、
12
月
29

日
㈫
ま
で
に
伊
地
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
搬

入
に
は
搬
入
券
が
必
要
で
す
。

　

ご
み
の
排
出
の
抑
制
、
再
資
源
化
、

再
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

 

し
尿
の
く
み
取
り

年
末
は
込
み
合
う
の
で 

早
め
に
申
し
込
み
を

　

12
月
は
ト
イ
レ
の
く
み
取
り
依
頼
が

集
中
す
る
た
め
、
希
望
日
に
作
業
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
年
内
に
作

業
を
希
望
す
る
人
は
、
12
月
18
日
㈮
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

19
日
以
降
の
申
し
込
み
は
、
年
明

け
の
作
業
と
な
り
ま
す
。「
早
め
の
連

絡
・
早
め
の
く
み
取
り
」
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課︵
☎
20
︲

1
5
3
1
︶へ
。

下総・大栄を除く地区 下総・大栄地区

ごみ収集

年末 12月31日㈭まで 12月29日㈫まで

年始
1月4日㈪から（図の成田①地区は、1
月中の収集は夜間。午後6時までに
集積所にごみを出してください。その
ほかの地区は通常通り）

1月4日㈪から

直接搬入

いずみ清掃工場　☎36-1689
「燃やせるごみ」
リサイクルプラザ　☎36-1000

「ビニール・プラスチック類」
「ビン・カン・ガラス」
「金物・陶磁器類」
年末
12月31日㈭まで（日曜日を除く）
午前8時30分〜正午
午後1時〜4時30分
年始
1月1日（金・ 祝）・2日㈯・3日㈰ 午
後6時〜9時
1月4日㈪〜30日㈯（日曜日を除く） 午
前8時30分〜正午、午後1時〜4時
30分、午後6時〜9時
1月10日㈰・17日㈰・24日㈰・31日
㈰は休業
2月1日㈪から通常

伊地山クリーンセンター
☎0478-59-2148

「可燃ゴミ」「ビン・カン」「不燃ゴミ」（搬
入券が必要。搬入券は下総・大栄支
所農産土木課で配布）

「ペットボトル」は直接搬入できません。
リサイクルを促進するため許可業者に
委託するなどしてください
年末
12月29日㈫まで（土・日曜日を除く） 
午前9時〜正午、午後1時〜4時
破砕が必要な木材などは12月18日㈮ 
午後3時30分まで
年始
1月4日㈪から（土・日曜日を除く） 午
前9時〜正午、午後1時〜4時

粗大ごみ

いずみ清掃工場（申し込み制）
☎36-1689
年末
12月28日㈪まで（土・日曜日、祝日
を除く。申し込みが込み合うので収
集が年明けになることがあります）
年始
1月4日㈪から（土・日曜日、祝日を除
く）

伊地山クリーンセンター（直接搬入）
☎0478-59-2148

（搬入券が必要）
年末
12月29日㈫まで（土・日曜日を除く）
年始
1月4日㈪から（土・日曜日を除く）
時間は直接搬入の欄を参考にしてくだ
さい

●

●

市役所市役所

京成成田駅京成成田駅JR成田駅JR成田駅

サウンドハウス・
スポーツセンター
（中台運動公園）

サウンドハウス・
スポーツセンター
（中台運動公園）

西口大通り西口大通り

成田小 仲町
幸町本町
上町 東町
花崎町

田町
○文

○文

○文

成田高

51

408

寺台
文化会館

土屋成田中

ウイング土屋

成田①

大谷津
運動公園

至香取

年末年始のごみ処理

� 広報なりた 2009.12.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



 
市
の
施
設
が 

 

年
末
年
始
は
休
み
に

市
役
所
、
下
総
・
大
栄
支
所

　

12
月
29
日
㈫
〜
1
月
3
日
㈰

※
出
生
・
死
亡
・
婚
姻
・
離
婚
届
は
時

間
外
受
付（
市
役
所
地
下
1
階
）で
受

け
付
け
し
ま
す

保
健
福
祉
館

　

12
月
29
日
㈫
〜
1
月
3
日
㈰

国
保
大
栄
診
療
所

　

12
月
29
日
㈫
〜
1
月
3
日
㈰

※
28
日
㈪
は
正
午
ま
で

市
立
図
書
館

　

12
月
28
日
㈪
〜
1
月
4
日
㈪

※
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
も
利
用
で
き
ま
せ
ん

公
民
館

　

12
月
28
日
㈪
〜
1
月
4
日
㈪

※
中
央
公
民
館
は
12
月
28
日
㈪
も
開
館

三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

12
月
28
日
㈪
〜
1
月
4
日
㈪

卸
売
市
場

　

12
月
31
日
㈭
〜
1
月
3
日
㈰

※
27
日
㈰
は
臨
時
開
市
。
30
日
㈬
に
は

水
産
物
部
の
止
め
市
式
が
行
わ
れ
ま

す（
青
果
部
の
競
り
は
29
日
㈫
ま
で
）。

1
月
5
日
㈫
に
は
開
市
式
が
行
わ
れ

ま
す（
水
産
物
部
は
午
前
5
時
20
分
、

青
果
部
は
午
前
6
時
30
分
か
ら
）

体
育
施
設

◦
サ
ウ
ン
ド
ハ
ウ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
中
台
運
動
公
園
）、
大
谷
津

運
動
公
園
、
久
住
体
育
館
・
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
北
羽
鳥
多
目
的
広
場

　

12
月
29
日
㈫
〜
1
月
3
日
㈰（
久
住

体
育
館
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
12
月
28

日
㈪
〜
1
月
4
日
㈪
）

※
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ハ
ウ
ス
・
ア
リ
ー
ナ

（
中
台
体
育
館
）は
1
月
1
日
㈮
・
4

日
㈪
、
サ
ウ
ン
ド
ハ
ウ
ス
・
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
球

技
場
、
大
谷
津
運
動
公
園
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
は
1
月
1
日
㈮
の
み
休
み
。

ネ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
・
ボ
ー
ル
パ
ー
ク

（
中
台
野
球
場
）は
12
月
29
日
㈫
〜
3

月
19
日
㈮
、
大
谷
津
野
球
場
は
12
月

16
日
㈬
〜
3
月
19
日
㈮
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

◦
下
総
運
動
公
園

　

12
月
27
日
㈰
〜
1
月
5
日
㈫

◦
大
栄
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
運
動

場
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
久
茂
富
第
一

公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

12
月
28
日
㈪
〜
1
月
5
日
㈫

◦
印
東
体
育
館

　

12
月
28
日
㈪
〜
1
月
5
日
㈫

◦
十
余
三
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

　

12
月
28
日
㈪
〜
1
月
4
日
㈪

◦
豊
住
運
動
施
設

　

12
月
28
日
㈪
〜
1
月
5
日
㈫

国
際
文
化
会
館

　

12
月
28
日
㈪
〜
1
月
4
日
㈪

年末年始 12/29 〜 1/3 の救急医療機関

ボンベルタ成田店

保健福祉館

サウンドハウス・スポーツセンター
（中台運動公園）

子
ど
も
館

成田市急病診療所

成田市急病診療所（☎ 27-1116）

※来所前に電話で症状を連絡してください。

診療科目 診療時間
内　科
小児科 午後7時〜午後11時

外　科
歯　科 午前10時〜午後5時

〕〔

聖隷佐倉市民病院
（旧国立佐倉病院）

〒江原局

鹿島橋

〒
佐倉局

京
成
佐
倉
駅

佐倉高校

●

●

●
●

ユ
ニ
デ
ィ 

佐
倉
店

鹿
島
川

佐倉浄水場

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

佐
倉
市
役
所

成田街道
京成線

印旛市郡
小児初期急病診療所

296

296

65

印旛市郡小児初期急病診療所
（佐倉市健康管理センター内）
（☎ 043-485-3355）

※15歳以下が対象です。

診療科目 診療時間

小児科 午前9時〜午後5時
午後7時〜翌午前6時

こども急病電話相談

☎＃ 8000
※ダイヤル回線からは
☎ 043-242-9939 へ。

医療機関ですぐに受診した方
がよいか迷ったときにご相談
ください。相談には看護師が
応じ、アドバイスをします。
必要な場合は小児科医師に電
話を転送します。
相談時間
午後7時〜午後10時

施設名 12/26 27 28 29 30 31 1/1 2 3 4 5 6
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

市役所（☎22-1111） − 日曜開庁日 ○ − − − − − − ○ ○ ○
下総支所（☎96-1111）、大栄支所（☎73-2111） − − ○ − − − − − − ○ ○ ○
保健福祉館（☎27-5000） − − ○ − − − − − − ○ ○ ○
国保大栄診療所（☎73-2333） − − 正午まで − − − − − − ○ ○ ○
市立図書館（☎27-4646） 午後5時まで 午後5時まで − − − − − − − − ○ ○

公民館（中央公民館・☎27-5911） ○ ○ 中央公民館
のみ開館 − − − − − − − ○ ○

三里塚コミュニティセンター（☎40-4880） ○ ○ − − − − − − − − ○ ○
卸売市場（☎23-0021） ○ ○ ○ ○ 水産のみ − − − − − ○ ○
サウンドハウス・スポーツセンター、大谷津運動公園、
久住体育館、久住テニスコート、北羽鳥多目的広場（サ
ウンドハウス・スポーツセンター・☎26-7251）

○ ○ ※2 ※1 ※1 ※1 − ※1 ※1 ※2 ○ ○

下総運動公園（下総公民館・☎96-0090） ○ − − − − − − − − − − ○
大栄B＆G海洋センター・運動場・テニスコート、久茂
富第一公園テニスコート（同センター・☎73-5110） ○ ○ − − − − − − − − − ○

印東体育館（☎28-6078） ○ ○ − − − − − − − − − ○
十余三パークゴルフ場（☎36-6811） ○ ○ − − − − − − − − ○ ○
豊住運動施設（☎37-2766） ○ ○ − − − − − − − − − ○
国際文化会館（☎23-1331） ○ ○ − − − − − − − − ○ ○

※1 フィットネスハウス・アリーナ、サウンドハウス・スポーツセンター・テニスコート、球技場、大谷津テニスコートはオープン（午前9時〜午後5時）。
※2 久住体育館・テニスコートは休館。

ご確認を！　年末年始の交通規制・ごみ収集・施設の休館日
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【功績彰】
櫻井　孝一（酒々井町伊篠）	 花岡　麻帆（成田国際高等学校教員）	 宮澤　将征（松尾高等学校）
住吉　茉莉（成田高等学校）	 田代　成美（成田高等学校）	 新井　彩香（成田北高等学校）
成田高等学校　ダンスドリル部
成田国際高等学校　少林寺拳法部　
西中学校　陸上競技部女子駅伝チーム

教育委員会表彰

平
成
21
年
度
成
田
市
表
彰
式

長
年
の
努
力
と
顕
著
な
功
績
を
た
た
え

平
成
21
年
度
成
田
市
表
彰
式
が
、
11
月
18
日
に
国

際
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市
政
の
伸
展

な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
40
人
と
4
団
体
の
皆
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。︵
敬
称
略
︶

市表彰

【功労彰】
伊藤　春樹（前林）	 細矢　正雄（中台）
【功績彰】
伊東　利一（多良貝）	 菅谷　正美（大清水）	 池田　直記（大沼）	 小川　寛（長沼）
松浦　圭佑（安西）	 深山　一郎（花崎町）	 郡司　福男（三里塚）	 諸岡　裕行（赤荻）
金岡　正剛（奈土）	 関川　清（大和田）	 石槗　菊太郎（仲町）	 眞鍋　里美（玉造）
武田　光史（江弁須）	 高橋　延昌（東町）	 武田　フミ子（江弁須）	 村田　栄子（飯田町）	
荒木　やえ子（並木町）	 小森　栄子（土屋）	 石綿　奈美子（玉造）	 諸岡　孝昭（上町）	
木村　由美子（吾妻）	 長谷川　剛（南三里塚）	 阿部　正美（大生）	 根本　仁一（大生）	
内藤　輝隆（三里塚）	 岩澤　勝美（本三里塚）	 成尾　誠（西大須賀）	 冨谷　晴彦（美郷台）	
清家　徹（西大須賀）	 関川　秀樹（芦田）	 澤田　登（野毛平）	 阿波㟢　洋一（芝）	
成田グリーンライオンズクラブ
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成
田
新
高
速
鉄
道
、
成
田
湯
川
駅
の

設
置
に
伴
う
周
辺
地
域
の
影
響
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
成
田
新
高
速
鉄
道
が
開

通
し
、
成
田
湯
川
駅
が
松
崎
に
開
業
し

ま
す
。
成
田
湯
川
駅
は
、
印
旛
日
本
医

大
駅
と
空
港
第
二
ビ
ル
駅
の
間
に
設
置

さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
の
路
線
が
開
通

す
れ
ば
、
空
港
や
都
心
へ
の
移
動
時
間

が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、
空
港
を
利
用
す

る
人
や
都
心
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
に

と
っ
て
と
て
も
便
利
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
は
駅
を
設
置

成
田
湯
川
駅
の
設
置
に
伴
う

周
辺
地
域
へ
の
影
響
に
つ
い
て

玉
造
中
学
校

す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
騒
音
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

電
車
の
走
行
音
や
駅
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な

ど
近
隣
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
大
変
迷

惑
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
自
転

車
や
バ
イ
ク
の
盗
難
な
ど
犯
罪
の
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

以
上
、
騒
音
・
犯
罪
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
教
え

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
長

　

成
田
新
高
速
鉄
道
は
、
都
心
と
成
田

空
港
を
36
分
で
結
ぶ
こ
と
を
最
大
の
目

的
と
し
整
備
さ
れ
る
鉄
道
で
あ
り
、
平

成
22
年
夏
ご
ろ
の
開
業
を
目
標
に
整
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
が
開
業
さ
れ
る
と
、
成
田
空
港

へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を
は
じ
め
、
沿
線 議長を務めた桑田展行さん（西中学校・左）と森瑞穂さん（中台中学校・右）

中
学
生
に
議
会
の
役
割
や
仕
組
み
を
学
ん
で
も
ら
い
、
市
政
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
も

ら
お
う
と﹁
中
学
生
議
会
﹂が
10
月
９
日
、
市
議
会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

市
内
10
中
学
校
か
ら
代
表
22
人
が
出
席
。
身
近
な
問
題
か
ら
市
の
将
来
に
関
す
る
こ
と
ま

で
中
学
生
の
視
点
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
を
質
問
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
う
ち
の
主

な
質
問
と
そ
れ
に
対
す
る
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

身
近
な
問
題
を
次
々
と
質
問

中
学
生
議
会

市内10校の代表22人が参加
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出席した中学生議員（敬称略）
吾妻中学校…上田　　渓、大竹　　慧
玉造中学校…小林奈々夏、南崎　洋介
下総中学校…藤﨑　有香、小澤　拓也
大栄中学校…門井　愛梨、髙柳　光希
成田高校付属中学校…
　　　　　　吉沼　直哉、竹尾　愛友
成田中学校…稲川　博亮、小川　薫乃

地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上
や
周
辺
地

域
の
発
展
が
促
進
さ
れ
る
な
ど
の
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
松
崎
地
先
に
整
備
さ
れ
る
成

田
湯
川
駅
は
、
近
隣
の
玉
造
地
区
や
松

崎
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
よ
り
交
通
の
利
便
性

が
向
上
す
る
た
め
、
大
変
期
待
さ
れ
て

い
る
駅
で
す
。

　

一
方
で
、
開
業
に
伴
い
、
沿
線
地
域

に
お
け
る
列
車
の
走
行
音
や
成
田
湯
川

駅
構
内
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
影
響
も
少
な

か
ら
ず
予
想
さ
れ
ま
す
。

騒
音
対
策

　

鉄
道
事
業
者
で
は
、
列
車
の
走
行
時

に
発
生
す
る
騒
音
や
振
動
の
影
響
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
、
線
路
の
両
側

に
高
さ
２
メ
ー
ト
ル
の
防
音
壁
を
設
置

す
る
ほ
か
、
レ
ー
ル
の
継
ぎ
目
を
減
ら

す
こ
と
で
列
車
特
有
の
「
ゴ
ト
ン
ゴ
ト

ン
」
と
い
っ
た
継
続
音
を
軽
減
さ
せ
る

ロ
ン
グ
レ
ー
ル
の
採
用
、
走
行
を
安
定

さ
せ
騒
音
・
振
動
を
低
減
さ
せ
る
レ
ー

ル
の
重
量
化
や
消
音
効
果
の
あ
る
砂
利

の
使
用
な
ど
、
最
先
端
の
技
術
を
採
用

し
、
低
減
を
図
る
構
造
の
整
備
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
成
田
湯
川
駅
周
辺
に
は

松
崎
ト
ン
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
中

を
列
車
が
高
速
走
行
す
る
こ
と
か
ら
、

ト
ン
ネ
ル
で
発
生
す
る
衝
撃
音
を
抑
え

る
た
め
、
新
幹
線
の
整
備
に
も
採
用
さ

れ
て
い
る
技
術
を
用
い
て
対
策
を
講
じ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
駅
構
内
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど

も
、
周
辺
へ
の
音
の
拡
散
を
抑
え
る
対

策
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。

犯
罪
対
策

　

成
田
湯
川
駅
周
辺
の
土
地
利
用
計
画

を
進
め
る
中
で
実
施
し
た
近
隣
の
住
民

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

結
果
で
も
、
交
番
の
設
置
要
望
が
多
く
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
結
果
を
基
に
、
市
で
は

駅
前
広
場
に
交
番
用
地
を
確
保
し
、
交

番
の
設
置
を
成
田
警
察
署
に
要
望
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
交
番
は
千
葉
県

公
安
委
員
会
と
千
葉
県
警
察
が
、
地
域

の
面
積
・
人
口
・
世
帯
数
、
事
件
や
事

故
の
発
生
状
況
、
設
置
済
み
の
交
番
・

駐
在
所
や
警
察
署
と
の
位
置
関
係
、
地

域
の
開
発
・
発
展
状
況
な
ど
を
総
合
的

に
検
討
し
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

現
段
階
で
は
、
設
置
の
実
現
や
設
置

時
期
に
つ
い
て
は
明
確
な
方
向
性
は
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
要
望

し
て
い
く
と
と
も
に
、
成
田
湯
川
駅
の

開
業
に
合
わ
せ
て
、
現
在
運
用
し
て
い

る
「
成
田
市
移
動
え
き
ば
ん
」
に
よ
り
、

駅
周
辺
で
の
防
犯
活
動
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

成
田
市
移
動
え
き
ば
ん
は
、
青
色
回

転
灯
を
装
備
し
た
大
型
の
車
両
で
、
平

日
の
夕
方
か
ら
夜
と
土
・
日
・
祝
祭
日

の
日
中
か
ら
夜
に
か
け
て
、
毎
日
２
人

の
警
察
官
Ｏ
Ｂ
が
犯
罪
抑
止
重
点
地
区

や
駅
、
主
要
公
園
な
ど
の
犯
罪
の
発
生

し
や
す
い
場
所
を
中
心
に
駐
留
と
巡
回

を
行
い
、
犯
罪
の
未
然
防
止
と
市
民
の

安
全
確
保
に
努
め
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
９
台
の
青
色
回
転

中学生議会　身近な問題を次々と質問

中台中学校…森　　瑞穂、秋葉　惇平、
　　　　　　守安　洸太
遠山中学校…月見里知輝、伊藤　雪菜
久住中学校…関口　祐平、海保　　涼
西 中 学 校…桑田　展行、三角　藍里、
　　　　　　平山　優樹

休憩時間にホッとひと息
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灯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
そ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
中
で

成
田
湯
川
駅
に
つ
い
て
も
巡
回
を
行
い
、

犯
罪
の
抑
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
転
車
や
バ
イ
ク
の
盗
難
防

止
対
策
に
つ
い
て
は
、
車
両
が
駅
前
に

放
置
さ
れ
る
こ
と
で
盗
難
被
害
の
拡
大

に
つ
な
が
る
た
め
、
駅
前
に
駐
輪
場
を

整
備
し
、
秩
序
の
あ
る
駅
前
広
場
の
利

用
を
推
進
し
ま
す
。

　

今
後
も
皆
さ
ん
が
安
全
に
、
か
つ
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
実
現

す
る
た
め
に
、
防
犯
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
的
に

大
流
行
し
て
い
ま
す
。
市
内
の
学
校
で

も
感
染
者
が
多
数
出
て
、
学
級
閉
鎖
な

ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
対
す
る
対
策
と
し
て
、
学

校
で
も
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
た
り
、

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
、
各
自
が
意

識
を
高
め
て
予
防
対
策
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
よ
り
予
防
を
徹
底
す
る
た
め
に

は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意
す
れ
ば

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
僕
た
ち
中
学
生

で
も
日
常
生
活
で
実
践
で
き
る
対
策
が

あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
の
感
染
者
数

や
、
学
級
閉
鎖
な
ど
の
情
報
は
市
で
集

約
し
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
を
基

に
、
市
と
し
て
さ
ら
に
感
染
が
拡
大
し

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
施
策
は
取
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
さ
ら
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

市
内
で
流
行
し
た
場
合
、
外
出
制
限
な

ど
感
染
経
路
を
断
つ
施
策
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の

と
き
、
外
出
が
で
き
な
く
て
も
一
定
期

間
生
活
で
き
る
よ
う
な
物
品
の
備
え
を

各
世
帯
で
行
っ
て
お
く
方
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
外
出
制
限
に

備
え
て
必
需
品
や
医
薬
品
な
ど
の
備
蓄

が
必
要
な
の
で
あ
れ
ば
、
市
が
中
心
と

な
っ
て
啓
発
活
動
を
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
そ
れ
で
も
な
お
、
仕
事
な
ど

の
都
合
で
外
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

交
通
機
関
や
公
共
施
設
、
店
舗
な
ど
で
、

消
毒
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
市
の
施

策
と
し
て
強
制
的
に
行
う
よ
う
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

医
療
体
制
に
つ
い
て
、
現
在
で
も
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
人
が

成
田
赤
十
字
病
院
や
各
診
療
所
に
多
く

受
診
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
以
外
の
病
気
や
け
が
を

負
っ
た
人
の
診
療
は
保
障
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
医
師
の
人
数
は
、
確

保
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

医
療
機
関
の
収
容
規
模
な
ど
問
題
が

多
く
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
市
と
し

て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対
応
す
る	

態
勢
と
通
常
の
医
療
体
制
を
両
立
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
け
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

以
上
、
市
と
し
て
感
染
拡
大
を
防
止

す
る
た
め
の
施
策
、
外
出
制
限
な
ど
に

備
え
て
の
生
活
必
需
品
の
備
蓄
、
医
療

機
関
に
お
け
る
通
常
の
医
療
体
制
と
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
医
療
の
両
立
、
こ

れ
ら
３
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に

対
す
る
施
策
に
つ
い
て中

台
中
学
校

吾妻中学校

ごみ問題の現状とその対策について

①運動場施設・公園へのゴミ箱の設置について

②市民による清掃活動の実施について

玉造中学校

成田湯川駅の設置に伴う周辺地域への影響について

① 成田湯川駅の設置に伴う騒音対策および犯罪対策につ
いて

②成田湯川駅の設置に伴う交通渋滞について

下総中学校

下総地区統合小学校について

①統合小学校設立のメリットや意義について

②統合小学校の内容および旧小学校の跡地利用について

大栄中学校

成田市の交通について

①コミュニティバスのルートについて

②成田市内のスクールバスについて

成田高校
付属中学校

成田という地域を活かした英語授業について

①成田市内すべての小学校での英語学習の実施について

②学校教育における ALT について

成田中学校

表参道セットバック工事について

①表参道セットバック工事の進行状況について

②表参道セットバック工事に伴う地域への対策について

中台中学校

新型インフルエンザの流行に対する施策について

① 感染予防対策・感染拡大防止の施策・生活備蓄品の
啓発・各施設での消毒やマスク着用の義務化について

②今後の新型インフレエンザの予防接種について

遠山中学校

通学路をはじめとした交通安全対策について

①通学路の整備および安全対策について

②交通安全施設の整備状況および安全運転の啓発について

久住中学校

JR 久住駅の駅員または管理人の配置について

① JR 久住駅に駅員または管理人の配置について

② JR 久住駅駐輪場の適正管理について

西中学校

医療体制について

① 財政状況の悪化による乳幼児・小学生医療費助成制度
への影響および救急医療の現状について

② 医師不足および下総・大栄地区の高齢者の通院などに
対する支援について

中学生議員質問一覧（質問順）
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市
長

　

中
学
生
で
も
実
践
で
き
る
予
防
方
法

に
つ
い
て
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

も
季
節
性
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
基
本

は
同
じ
で
す
。
手
洗
い
・
う
が
い
の
励

行
、
マ
ス
ク
の
着
用
の
ほ
か
、
人
混
み

へ
の
外
出
は
な
る
べ
く
避
け
る
、
咳
や

く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
、
ほ
か
の
人

か
ら
顔
を
そ
ら
せ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で

口
と
鼻
を
覆
う
な
ど
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
に

心
掛
け
、
何
よ
り
も
一
人
で
も
多
く
の

人
が
感
染
予
防
に
対
す
る
高
い
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

感
染
拡
大
防
止
の
取
り
組
み

　

市
と
し
て
さ
ら
に
感
染
の
拡
大
を
防

止
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
予
防
方
法

を
広
報
な
り
た
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
啓
発
す
る
と
と
も
に
、
学
校
で
は
、

県
教
育
委
員
会
が
示
し
た
「
学
校
等
に

お
け
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
、
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
が
発
生
し
た
際
の
対
応
と
し

て
、
学
級
閉
鎖
、
学
年
閉
鎖
、
休
校
な

ど
の
臨
時
休
業
、
あ
る
い
は
出
席
停
止

な
ど
の
基
準
に
従
い
、
対
応
策
を
実
施

し
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

生
活
必
需
品
の
備
蓄

　

現
在
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

す
る
各
家
庭
で
の
食
料
・
飲
料
水
な
ど

の
生
活
必
需
品
や
医
薬
品
の
備
蓄
に
つ

い
て
は
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
備

え
て
、
最
低
３
日
分
の
食
料
・
飲
料
水

の
生
活
必
需
品
な
ど
の
備
蓄
を
防
災
チ

ラ
シ
、
広
報
な
り
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
に
よ
り
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

感
染
拡
大
に
よ
る
外
出
制
限
で
必
要

と
さ
れ
る
生
活
必
需
品
に
つ
い
て
は
、

災
害
時
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
の
で
、
日
ご
ろ
か
ら
備
蓄
を
万
全
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
施
策
と
し
て
交
通
機
関

や
公
共
施
設
、
店
舗
な
ど
で
、
消
毒
や

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
強
制
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
、
国
が
こ

れ
ら
を
義
務
付
け
て
い
な
い
の
で
、
市

が
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
強
制
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
市
の
対
策
と
し
て

は
、
市
が
主
催
、
も
し
く
は
市
の
施
設

を
利
用
す
る
民
間
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
・

会
議
で
は
、
感
染
者
あ
る
い
は
感
染
の

疑
い
の
あ
る
人
や
発
熱
症
状
の
あ
る
人

へ
の
参
加
自
粛
の
お
願
い
、
妊
娠
し
て

い
る
人
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患
・
慢
性
心

疾
患
・
糖
尿
病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患
・

腎
機
能
障
害
・
ス
テ
ロ
イ
ド
服
用
な
ど

に
よ
る
免
疫
不
全
の
あ
る
人
へ
の
注
意

喚
起
、
消
毒
薬
の
設
置
、
手
洗
い
、
う

が
い
の
励
行
、
マ
ス
ク
の
着
用
の
啓
発

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
共

施
設
で
は
、
消
毒
薬
の
設
置
、
手
洗
い
、

う
が
い
の
励
行
な
ど
の
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。

医
療
機
関
の
体
制

　

現
在
、
発
熱
な
ど
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
感
染
を
疑
う
症
状
の
あ
る
人
の

診
療
は
、
原
則
と
し
て
季
節
性
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
様
に
一
般
の
医
療
機

関
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

感
染
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
市
で
は

受
診
者
に
、
事
前
の
医
療
機
関
へ
の
連

絡
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
医
療
機

関
に
対
し
て
も
院
内
感
染
防
止
に
努
め

る
よ
う
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
は
、
本

市
に
限
ら
ず
、
国
全
体
で
病
床
が
不
足

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
厚
生
労

働
省
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患

者
の
入
院
治
療
に
際
し
、
一
般
病
床
な

ど
へ
の
入
院
や
定
員
超
過
の
取
り
扱
い

の
明
確
化
な
ど
、
医
療
体
制
確
保
の
た

め
の
対
策
を
検
討
す
る
よ
う
都
道
府
県
、

医
療
機
関
へ
の
要
請
を
実
施
し
て
お
り
、

医
療
機
関
も
病
床
確
保
に
向
け
て
努
力

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
今
回
の
質
問
と
答
弁
は
市
民
協
働

課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵http://w

w
w
.

city.narita.chiba.jp/sisei/
sosiki/kyodo/index.htm

l

︶ま

た
は
行
政
資
料
室︵
市
役
所
1
階
︶で

公
開
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
同

課︵
☎
20
︲
1
5
0
7
︶へ
。

　6回目を迎えた中学生議会ですが、
各中学校からいただいた質問は、市が
直面した重要課題に関するもの、生活
や地域に密着したもの、あるいは身近
な教育分野に関するものなど、いずれ
もすばらしい質問であったと感じまし
た。
　皆さんのご意見やご提言の一つ一つ

からは、日ごろより、成田市のことを真剣に考えていただいて
いることがうかがえ、同じ市民として、市政を預かる者として、
大変心強く、そして誇らしく思います。
　皆さんからいただいた貴重なご意見は、「住んで良し、働い
て良し、訪れて良し」の次世代に誇れる空の港町、生涯を完結
できる街の創造のために参考とさせていただき、今後の市の発
展に大いに役立つものと考えております。
　中学生議員の皆さんには体験学習した「中学生議会」をぜひ
記憶に残していただき、市のより良いまちづくり・地域づくり
を一緒に考えていただきたいと強く願っています。
　今年の各学校の体育祭を拝見しましたが、それぞれの競技で
のパフォーマンス、特に応援合戦では、皆さんの力の限り手を
抜かない姿に、大変感動しました。
　今後も、学業や部活動に専念し、充実した中学校生活を送っ
ていただきたいと思います。

中学生議会を終えて

「次世代に誇れる空の港町づくりを」

成田市長　小泉 一成

中学生議会　身近な問題を次々と質問

閉会後に市長と談笑
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1
月	

・「
縄
跳
び
名
人
」
鈴
木
勝
己
さ
ん
が
橋
賀
台
小
学
校
で
特
別
授
業

2
月	

・
久
住
第
一
小
学
校
の
児
童
と
保
護
者
が
校
内
に
約
2
0
0
本
の
苗
木
を
植
樹

	
3
月	
・
成
田
高
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
Vヴ

ィ

ガ

ー

ズ

I
G
O
R
S
が
全
米
チ
ア
ダ
ン
ス
選
手	

　
　
　
　
　

権
「
ポ
ン
ポ
ン
高
校
生
部
門
」
で
初
優
勝
①

	

・
豊
住
中
学
校
が
閉
校
②

	

　
　
　
　

4
月	

・
赤
坂
消
防
署
公
津
分
署
が
開
署
③

	

・
東
町
の
高
架
水
塔
が
供
用
開
始

	

・
施
設
命
名
権
が
導
入
さ
れ
「
中
台
運
動
公
園
」
の
愛
称
が
「
サ
ウ
ン
ド	

　
　
　
　
　

ハ
ウ
ス
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
に

	

・
成
田
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
供
用
開
始
④

	

・
三
里
塚
記
念
公
園
内
の
防
空
壕
を
一
般
公
開
⑤

	

・
中
台
第
二
保
育
園
が
開
園

	

・
定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
申
請
受
付
開
始

5
月	

・
久
住
駅
前
特
定
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に
伴
い
、
飯
岡
・
幡	

　
　
　
　
　

谷
の
各
一
部
の
町
名
が
「
久
住
中
央
1
丁
目
〜
4
丁
目
」
に

	

・「
広
報
な
り
た
」
が
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
3
席
に
入
選

2009◀

③公津の杜、台方、飯仲地区
　などを管轄

②閉校式で行われた記念植樹
④国道295号の
　渋滞緩和のために

⑪放水のアーチで祝福されB滑走路へ向かう一番機

今
年
の
主
な
出
来
事

平
成
21
年
も
、
あ
と
半
月
で
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
一
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
。

今
年
の
主
な
出
来
事
を「
広
報
な
り
た
」か
ら
拾
っ
て
み

ま
し
た
。

『
広
報
な
り
た
』で
振
り
返
る
2
0
0
9
年

① 全米制覇を果たし喜ぶ選手たち
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6
月	

・
求
人
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
す
る
「
な
り
た
・
お
仕
事
ナ	

　
　
　
　
　

ビ
」
を
公
開

	

・
ベ
イ
エ
フ
エ
ム
で
市
の
情
報
番
組
「
N
A
R
I
T
A
‐
N
A
T
I
V
E	

　
　
　
　
　
（
ナ
リ
タ	

ネ
イ
テ
ィ
ブ
）」
が
放
送
開
始

	

・「
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ　

第
5
回
成
田
デ
ー
」
で
マ
リ
ー
ン
ズ
が	

　
　
　
　
　

3
つ
の
プ
ロ
野
球
記
録
を
樹
立

	

・
市
内
の
店
舗
で
利
用
で
き
る
「
成
田
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」
を
販
売

7
月	

・
副
市
長
に
関
根
賢
次
氏
・
片
山
敏
宏
氏
、
教
育
長
に
佐
藤
玉
江
氏
が
就
任

	

・
移
動
え
き
ば
ん
の
運
用
を
開
始
⑥

	

・
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会（
ゴ
ル
フ
）が
開
会

	

・
成
田
新
高
速
鉄
道
・
北
千
葉
道
路
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
が	

　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
⑦

8
月	

・「
千
羽
鶴
平
和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
12
万
5
、
0
0
0
羽
の
折
り
鶴
を	

　
　
　
　
　

広
島
・
長
崎
に
⑧

	
・
国
民
体
育
大
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会（
柔
道
）が
開
会	

9
月	

・
重
要
文
化
財
南
羽
鳥
中な

か
の
ご
き岫
1
遺
跡
出
土
遺
物
の
う
ち
「
人
頭
形
土
製	

　
　
　
　
　

品
」
が
大
英
博
物
館（
ロ
ン
ド
ン
）に

	

・
全
日
本
総
合
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
が
開
会
⑨

	

・
卸
売
市
場
で
「
第
1
回	
わ
く
わ
く
感
謝
デ
ー
」
⑩

	

10
月	

・
国
交
相
発
言
を
受
け
成
田
空
港
圏
自
治
体
連
絡
協
議
会
臨
時
会
を
開
催

	

・
成
田
空
港
B
滑
走
路
が
2
、
5
0
0
メ
ー
ト
ル
に
延
伸
⑪

	

・
市
立
図
書
館
が
開
館
25
周
年

11
月	

・
卸
売
市
場
で
「
第
1
回	

早
朝
市
場
見
学
会
」

⑤防空壕の主室。広さは11㎡ほど

⑥ 夜間、土・日曜日、祝日に市内を巡回
する「移動えきばん」

⑦ 成田新高速鉄道や北千葉道路の
事業を紹介

⑧ 出発式ではつのぶえ保育園の園児たちが合唱を披露⑨市内の各球場で熱戦が展開されました

⑩長蛇の列ができた生マグロの解体実演即売会

2010◀
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TOPICSNARITA

「目標は全国上位入賞！」 笑顔を見せるメンバー

成田高校女子駅伝チーム

5年ぶり3度目の全国へ
　成田高校陸上競技部女子駅伝チームが、12月20日に
京都市で開催される「全国高校女子駅伝競走大会」に出場
します。同校は11月に行われた県大会で、メンバー5人中
3人が区間賞を取る力走を見せ優勝、5年ぶり3度目となる
全国への切符を手にしました。「ずっと目標にしてきた全国。
一丸となって力を出し切りたい」と意気込みを語るメンバー
は、同じく11月に行われた関東大会も制しており、全国で
の上位入賞が期待されます。競技の模様は12月20日（日）
午前10時20分からNHKで放送される予定です。

歴史的資源をどう生かすかについて提言

次回開催地・盛岡市へ大会旗を引き継ぎ

第
32
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ　

佐
原
・
成
田
大
会

歴
史
的
資
源
を
生
か
し
て　

表
参
道（
成
田
）や
小
野
川
の
町
並
み（
佐
原
）

な
ど
﹁
歴
史
的
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
﹂
を
テ
ー
マ
に
11
月
13
日
～
15
日
、
成
田
・

香
取
の
両
市
を
会
場
に
﹁
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
佐

原
・
成
田
大
会
﹂
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
団
体
や
市
民

グ
ル
ー
プ
、
自
治
体
関
係
者
な
ど
全
国
各
地
の

5
4
9
人
。
10
テ
ー
マ
の
分
科
会
や
町
並
み
見

学
な
ど
を
行
い
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
大
い

に
語
り
合
い
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
﹁
住
民
主

体
の
歴
史
的
町
並
み
保
存
に
仲
間
と
共
に
取
り

組
む
﹂
と
の
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

広報なりた 2009.12.15 1�



トピックスなりた

　JALグループのボランティア活動“ひこうきにのったサンタク
ロース”によるチャリティーバザーが11月7日、保健福祉館で開
催されました。このバザーは客室乗務員などが提供する衣類
やバッグ、アクセサリーのほかJALグッズなどが販売されるとあっ
て、毎年たくさんの人が訪れます。今回も、用意された品物
が次 と々なくなってしまう盛況ぶり。来場者からは「ブランド物
がこんなに安く手に入るなんて！」と喜びの声が上がっていまし
た。バザーの収益金は成田市を中心とした社会福祉施設に寄
付されます。

　下総歴史民俗資料館では、1月24日まで企画展「成田市の
玉
たま

作
つくり

遺跡」が行われています。玉作遺跡とは、玉類などの装
飾品を製作していた遺跡のこと。市内に2カ所ある玉作遺跡群
は古墳時代のもので、そこから出土した勾

まが

玉
たま

や管玉、石製模
造品などが展示されています。企画展の担当者は「古墳時代
のものとは思えないほどのきれいな装飾品があるので、多くの
人に見に来てほしい」と話していました。

　重要文化財に指定されている仁王門などを有する龍正院
（滑河観音）に11月13日、千葉県消防設備協会からボックス
型消火器セット3組が寄贈されました。同協会では平成13年
度から、重要文化財などを持つ県内の寺社に消火器などを寄
贈しています。住職の髙野慈泉さんは「本当は使われることが
ないというのが望ましいですが、文化財を有する寺院にとって
大変心強いです」と話しました。

重要文化財を炎から守って
龍正院に消火器を寄贈

掘り出し物の山に女性客が殺到

掘り出し物がザックザク！
ひこうきにのったサンタクロース

古代の装飾品を展示
下総歴史民俗資料館企画展

朝一番の活気を体感
早朝市場見学会

重要文化財・仁王門の前で

きれいな勾玉にうっとり

　活気溢れる市場の雰囲気を味わってもらおうと11月13日、
「早朝市場見学会」が行われました。まだ空が明けないうちに
集まった参加者たちは、水産棟低温卸売場で行われたマグロ
の競りや、青果棟・冷蔵倉庫などの施設を見学。競りで交わ
される独特なやり取りや、さまざまな食料品が行き来する施設
内の雰囲気を楽しんでいました。

ズラリと並ぶ冷凍マグロに興味津々

1� 広報なりた 2009.12.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

Information

　

届
け
出
を
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
出
生
届
…
名
前
に
用
い
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
常
用
漢
字
・
人
名
用
漢

字
・
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ

◦
死
亡
届
…
使
用
す
る
火
葬
場
を
決
め

て
か
ら
届
け
出
を
す
る

◦
婚
姻
届
…
届
書
に
証
人
2
人（
成
人

な
ら
誰
で
も
）の
署
名
・
押
印
が
必

要
。
未
成
年
者
が
婚
姻
す
る
と
き
は

父
母
の
同
意
書
が
必
要

◦
離
婚
届
…
協
議
離
婚
の
と
き
は
届
書

に
証
人
2
人（
成
人
な
ら
誰
で
も
）の

署
名
・
押
印
が
必
要
。
離
婚
後
も
婚

姻
中
の
氏
を
称
す
る
と
き
は
、
離
婚

後
3
カ
月
以
内
に
「
離
婚
の
際
に
称

し
て
い
た
氏
を
称
す
る
届
」
を
提
出

本
人
確
認

　

婚
姻
届
・
離
婚
届
・
養
子
縁
組
届
・

養
子
離
縁
届
・
認
知
届
を
提
出
す
る
と

き
に
は
、
届
け
出
に
来
た
人
の
本
人
確

認
を
し
ま
す
。
確
認
で
き
る
書
類
が
な

い
場
合
に
は
、
受
理
後
、
本
人
あ
て
に

届
け
出
が
あ
っ
た
旨
を
通
知
し
ま
す
。

休
日
の
届
け
出

　

時
間
外
受
付（
市
役
所
地
下
1
階
）で

預
か
り
、
翌
開
庁
日
に
市
民
課
で
審
査

後
、
受
理
し
ま
す
。
受
理
日
は
時
間
外

受
付
で
預
か
っ
た
日
と
な
り
ま
す
。
記

　

戸
籍
は
、
日
本
人
の
出
生
か
ら
死
亡

ま
で
の
身
分
関
係
を
登
録
し
公
証
す
る

も
の
で
す
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き
、

結
婚
・
離
婚
を
す
る
と
き
、
家
族
が
亡

く
な
っ
た
と
き
な
ど
は
、
市
民
課
、
下

総
・
大
栄
支
所
市
民
福
祉
課
へ
、
表

の
通
り
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い（
遠

山
・
赤
坂
分
室
で
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
）。
届
け
出
か
ら
戸
籍
が
で
き
る

ま
で
に
は
、
1
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
。

載
間
違
い
や
不
備
が
あ
っ
た
場
合
は
、

再
度
来
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
に
は
、
こ
の

ほ
か
に
転
籍
届
、
入
籍
届
、
認
知
届
、

帰
化
届
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
市
民
課︵
☎
20
︲
1
5
2
5
︶へ
。

　

千
葉
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
事
件
や
事
故
の
被
害
者
や
家
族
の

精
神
的
な
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
次

の
支
援
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
電
話
相
談
・
面
接
相
談

◦
病
院
・
警
察
・
検
察
庁
・
裁
判
所
な

ど
へ
の
付
き
添
い

◦
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
申
請
の
補
助

◦
相
談
員
・
支
援
員
の
養
成

　

11
月
15
日
号
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

内
容
で
、
千
葉
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
の
名
称
と
電
話
番
号
な
ど
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
、
改
め
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
千
葉
犯
罪
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー︵
☎
0
4
3
︲
3
0
2
︲

5�
2�
3�
0�

、
年
末
年
始
を
除
く
月
～

金
曜
日�
午
前
10
時
～
午
後
4
時
︶へ
。

　

農
業
用
施
設
の
用
排
水
路
な
ど
で
の

人
身
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

休
日
や
冬
休
み
期
間
は
、
幼
児
・
児
童

の
水
難
事
故
が
多
発
し
、
大
変
危
険
で

す
。

　

用
排
水
路
や
水
門
、
揚
排
水
機
場
な

ど
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
遊
ば
な
い
よ

う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課︵
☎
20
︲
1�

5

�

4�

2
︶へ
。

こ
ん
な
と
き
は
手
続
き
を

戸
籍
の
届
け
出

今月の 納 税
①固定資産税・都市計画税（第3期）
②国民健康保険税（第6期）
③後期高齢者医療保険料（第6期）
④介護保険料（第6期）

※ くわしくは①資産税課（☎20-1514）②③保険年金課（☎
20-1526）④介護保険課（☎20-1545）へ。

納期…12月16日㈬〜28日㈪

農
業
用
施
設

近
く
で
は
遊
ば
な
い
で

届け出 届出期間 届出人 届出場所 必要なもの

出
生
届

生まれた日から
14日以内 父・母

出生地、子の本
籍地または届出
人の所 在 地の
市町村役場

医師または助産師
の出生証明書、母
子健康手帳、印鑑

（届出人）

死
亡
届

死亡の事実を
知った日から7
日以内

親族、同居者、家 
主・地主・家屋管 
理人・土地管理
人・後見人・保佐 
人・補助人・任
意後見人

死亡地、死亡者
の本籍地または
届出 人の所 在
地の市町 村 役
場

医師の死亡診断
書または死体検案
書、印鑑（届出人）

婚
姻
届

届け出をしたと
きから効力が
あります

夫・妻となる人
夫・妻の本籍地
または所在地の
市町村役場

戸籍謄本1通ずつ、
印鑑（夫、妻各1本、
一方は旧姓）

離
婚
届

協
議
離
婚

届け出をしたと
きから効力が
あります

夫と妻
夫妻の本籍地ま
たは所在地の市
町村役場

戸籍謄本1通、印
鑑（夫、妻各1本）

裁
判
離
婚

調停成立また
は審判・判決
確定の日から
10日以内

申立人

夫妻の本籍地ま
たは届出人の所
在地の市町 村
役場

戸籍謄本1通、調
停調書の謄本また
は 審 判・判 決 書
の謄本と確定証明
書、印鑑（届出人）

戸籍の届け出

犯
罪
被
害
者
支
援

一
人
で
悩
ま
な
い
で
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ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
穴
を
開
け
、
シ
ン
ナ
ー
の
容
器
は
、

栓
を
開
け
た
ま
ま
か
上
ぶ
た
を
取
っ

て
「
金
物
・
陶
磁
器
類（
黄
色
の
指
定

袋
）」
に
、
下
総
・
大
栄
地
区
は
、「
ビ

ン
・
カ
ン（
黄
色
の
指
定
袋
）」
に
入
れ
、

収
集
日
の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に
集
積

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ガ
ス
ボ
ン
ベ

（
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
用
を
除
く
）や
消
火

器
は
、
購
入
し
た
販
売
店
や
専
門
業
者

に
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課︵
☎

20
︲
1
5
3
0
︶へ
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、

シ
ン
ナ
ー
の
容
器
を
ご
み
と
し
て
出
す

場
合
は
、
中
身
を
空
に
し
て
く
だ
さ
い
。

中
身
が
入
っ
て
い
る
と
収
集
時
や
工
場

で
処
理
を
行
う
と
き
、
爆
発
事
故
や
火

災
な
ど
の
原
因
と
な
り
、
そ
こ
で
働
く

人
の
安
全
が
損
な
わ
れ
、
機
械
が
破
損

し
た
場
合
に
は
、
ご
み
処
理
機
能
が
停

止
す
る
な
ど
の
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

タ
ン
を
押
す（
機
種
に
よ
り
異
な
る

の
で
取
扱
説
明
書
を
参
照
）

老
朽
化
消
火
器

　

老
朽
し
て
腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
が

破
裂
す
る
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

管
理
す
る
と
き
に
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
消
火
器
は
雨
ざ
ら
し
に
な
る
場
所
や

高
温
多
湿
な
場
所
を
避
け
て
設
置
す

る
◦
消
火
器
の
状
態
を
点
検
し
、
腐
食
が

進
ん
で
い
る
も
の
は
使
用
し
な
い

◦
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
は
回
収
を

行
っ
て
い
る
業
者（
消
防
・
防
災
設

備
業
者
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
）

や
メ
ー
カ
ー
に
廃
棄
処
理
を
依
頼
す

る
悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意

　

不
適
正
な
価
格
で
の
強
引
な
販
売
な

ど
を
行
う
業
者
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

不
信
に
思
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー（
☎
23
‐
1
1
6
1
）へ
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
消
防
本
部
予
防
課︵
☎

20
︲
1
5
9
1
︶ま
た
は
住
宅
用
火

災
警
報
器
相
談
室︵
1
0
1
2
0
︲

5
6
5
︲
9
1
1
︶へ
。

期
日
＝
2
月
10
日
㈬

時
間
と
会
場
＝
出
席
者
と
調
整

テ
ー
マ
＝
危
機
管
理
・
防
災
対
策
の
あ

り
方
〜
自
主
防
災
組
織
の
確
立
に
つ

い
て

対
象
＝
市
内
在
住
で
市
内
に
活
動
の
拠

点
を
置
く
3
人
以
上
15
人
以
下
の
グ

ル
ー
プ
・
団
体

申
込
期
限
＝
1
月
12
日
㈫

参
加
費
＝
3
0
0
円（
茶
菓
代
）

※
申
し
込
み
は
市
民
協
働
課︵
☎
20
︲

1
5
0
7
︶へ
。

　

火
災
の
発
生
に
早
く
気
付
き
、
速
や

か
に
避
難
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
住
宅

に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
で
に
設
置
し
て
い
る
人
は

　

設
置
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
、

万
一
の
時
に
正
し
く
作
動
す
る
た
め
に

は
日
ご
ろ
の
点
検
や
掃
除
が
必
要
で
す
。

◦
引
き
ひ
も
や
警
報
器
停
止
ボ
タ
ン
で

作
動
確
認
を
す
る

◦
付
着
し
た
ほ
こ
り
は
ふ
き
取
る（
点

検
・
清
掃
方
法
は
、
機
種
に
よ
り
異

な
る
の
で
取
扱
説
明
書
を
参
照
）

◦
寝
室
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
設
置
し
て
い
る
場

所
や
位
置
を
変
更
す
る

火
災
以
外
で
鳴
っ
て
し
ま
っ
た
ら

◦
引
き
ひ
も
を
引
く
か
、
警
報
停
止
ボ

住
宅
用
火
災
警
報
器

設
置
し
ま
し
た
か
？

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セッ
ト
ボ
ンベ

必
ず
使
い
切
っ
て
か
ら

指
定
ご
み
袋
へ

【11月16日〜30日】

中国咸陽市友好訪問国を歓迎

市長日誌

ま
ち
づ
く
り
茶
論

市
長
と
気
軽
に
語
り
合
う

ごみ減量器具

　生ごみを減量する器具（コンポスト容器、生ごみ処理容器、機械式生
ごみ処理機）を購入する世帯に、下表の通り補助金を交付しています。
購入後の申請は受け付けできませんので、必ず事前にクリーン推進課、
下総・大栄支所農産土木課で手続きをしてください。
※くわしくはクリーン推進課（☎20-1530）へ。

家庭での取り組みに補助金

補助の要件

◦世帯主であること
◦市税の滞納がないこと
◦ コンポスト容器の補助金を受ける場合、容器を設置できる敷

地があること

補助金額
購入額の2分の1の額（100円未満は切り捨て）で、コンポスト容
器5,000円、生ごみ処理容器1,500円、機械式生ごみ処理機
50,000円を上限（成田空港騒音地域については、50％増し）

補助基数 コンポスト容器・生ごみ処理容器は、1世帯2基まで、機械式生
ごみ処理機は、1世帯1基まで

再補助
対象要件

◦ コンポスト容器・生ごみ処理容器は前回の申請から5年以上
の期間を経過していること（破損などにより使用不能になった場
合は、2年以上の期間を経過していること）

◦ 機械式生ごみ処理機は前回の申請から5年以上の期間を経過
していて、故障などにより使用不能な場合

17日 成田空港周辺地域共生財団中
学校講演会

18日 成田市表彰式
成田用水事業推進協議会
派川根木名川改修促進と尾羽
根川排水機場増馬力に関する
勉強会

19日 老人クラブ連合会秋季グラウン
ド・ゴルフ大会
環境審議会
航空機事故消火救難総合訓練評価会議

20日 職員表彰式
生涯大学院学園祭
永年勤続優良従業員表彰式

21日 産業まつり（〜22日）
観光キャラクター表彰式

23日 大栄ふるさとふれあいまつり
24日 成田空港周辺地域共生財団中

学校講演会
25日 定例記者会見
26日 中国咸陽市友好訪問団表敬訪

問・歓迎夕食会
27日 12月定例市議会開会
28日 明治大学・成田社会人大学修了式

ミラフォレスタ2009点灯式
30日 まちづくり茶論

1� 広報なりた 2009.12.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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冬
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
増
大
し

ま
す
。
普
段
以
上
に
省
エ
ネ
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

◦
暖
房
は
室
温
20
度
以
下
を
目
安
に
温

度
調
節
を
す
る

◦
暖
房
機
器
は
必
要
な
時
間
・
場
所
を

考
え
て
使
用
す
る

◦
電
気
・
ガ
ス
・
石
油
機
器
の
購
入
は

省
エ
ネ
タ
イ
プ
を
検
討
す
る

◦
見
て
い
な
い
テ
レ
ビ
は
消
す
な
ど
、

電
気
機
器
は
不
要
時
に
点
い
た
ま
ま

に
し
な
い

◦
長
時
間
使
わ
な
い
電
気
製
品
の
プ
ラ

グ
は
、
こ
ま
め
に
抜
く

◦
冷
蔵
庫
内
は
季
節
に
合
わ
せ
て
温
度

調
整
を
行
い
、
詰
め
込
み
過
ぎ
な
い

◦
料
理
の
下
ご
し
ら
え
に
電
子
レ
ン
ジ

を
活
用
す
る

◦
お
風
呂
は
冷
め
な
い
う
ち
に
続
け
て

入
る
よ
う
に
し
、
で
き
る
だ
け
追
い

だ
き
を
し
な
い

◦
シ
ャ
ワ
ー
の
お
湯
は
不
要
時
に
流
し

た
ま
ま
に
し
な
い

　

市
で
は
、
率
先
し
て
省
エ
ネ
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
12
月
1
日
〜
3
月
31

日
ま
で
の
期
間
、
職
員
の
ウ
ォ
ー
ム
ビ

ズ（
室
温
20
度
を
目
安
と
し
た
空
調
の

稼
動
と
、
過
度
に
暖
房
に
頼
ら
な
い
執

務
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課︵
☎
20
︲

1
5
3
3
︶へ
。

　

12
月
28
日
㈪
は
公
的
個
人
認
証
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
機
器
更
改

に
伴
い
、
シ
ス
テ
ム
の
移
行
、
デ
ー
タ

移
行
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
課
、
下
総
・
大
栄
支
所
市
民
福

祉
課
で
、
電
子
証
明
書
の
発
行
・
失
効

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
満
了
に
伴

う
更
新
手
続
き
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

※
く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲
1�

5

�

2�

5
︶へ
。

冬
季
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

室
温
は
20
度
以
下
を

目
安
に

　八
やつ

富
とみ

成田斎場は、成田市・八街市・富里市で管理運営さ
れています。亡くなった人や喪主、施主が、3市のいずれかの
市民である場合は、火葬料金が無料となります。
　斎場では通夜・告別式を行うことができます。式場は午後3
時〜翌日午後3時に利用することができ、料金は市民が第1式
場を利用して通夜・告別式を行った場合は8万円、第2式場は
6万円（待合室・式場控室の使用料は除く）となります。そのほか
の施設の料金は、右表の通りです。
霊柩
きゅう

車や祭具の貸し出し
対象＝市民
霊�柩車＝1回5,000円（市内の自宅・病院から斎場までの利用

のみ）
祭�具＝自宅葬で使用する祭具は1級祭壇（5段または4段・8畳

用）1日2,000円、2級祭壇（3段、6畳用）1日1,200円。搬入・
設置・搬出も行います

ペットの火葬
　ペット火葬は、ペット火葬場（八富成田斎場向かい）で行って
います。火葬できるペットは、犬・猫・猿・ウサギなどの小動物
です。料金は右表の通りです。市民以外の人が利用した場合は、
料金が2倍になります。
時間＝午前9時〜午後3時（友引を除く）
　火葬場まで来られない人のために、ペットの引き取りサービス
も行っています。利用できるのは市民のみで、料金は1件1,050
円です。
　ペット霊園は合同墓地で、市民のみの使用となります。料金
は永年で3,150円です。
※くわしくは八富成田斎場（☎23-4511）へ。

火葬・式場の利用

申し込みは八富成田斎場へ

公
的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス

12
月
28
日
は
停
止
し
ま
す

八富成田斎場の使用料
区分 単位 料金

市民 市民以外

火葬

大人 1体 無料 80,000円
子ども

（12歳未満） 1体 無料 70,000円

死産児 1体 無料 50,000円
改葬遺骨 1個 無料 30,000円
四肢など 1個 無料 30,000円

式場

第1
2時間 10,000円 30,000円
夜間 20,000円 60,000円

第2
2時間 　7,500円 22,500円
夜間 15,000円 45,000円

第1・第2
2時間 15,000円 45,000円
夜間 30,000円 90,000円

待合室

基本料金
（1室） 2時間 2,000円 6,000円

超過料金
（1室） 1時間 1,000円 3,000円

式場
控室

基本料金
（1室） 2時間 2,000円 6,000円

超過料金
（1室） 1時間 1,000円 3,000円

霊安室 1棺 1日
（24時間） 5,000円 15,000円

ペット火葬料金
種別 料金
特大 30kg以上 5,250円
大 20kg以上30kg未満 4,200円
中 10kg以上20kg未満 3,150円
小 10kg未満 2,100円

広報なりた 2009.12.15 1�



※12：00〜13：00は相談できません。相談日
相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談（離婚・相続・相
隣関係・金銭貸借・売買など） 月･金曜日  9：00〜16：00 市役所2階市民相談室

市民協働課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事件

は除きます。法律相談 
1月分の予約は12月16
日㈬午前8時30分から受
け付けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人） 水曜日 13：00〜16：00 〃

もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談） 1月26日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階201会議室

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 1月8日㈮・22日㈮ 13：00〜16：00 〃

税務相談 12月15日㈫・1月19日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階市民相談室
不動産相談 12月15日㈫・1月19日㈫ 10：00〜12：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 12月19日㈯
1月16日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館 県行政書士会印旛支部

作田義美さん ☎23-3286

税務支援センター（予約制） 1月13日㈬・27日㈬ 10：00〜15：00 県税理士会成田支部
（飯田町157-4）

県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 12月16日㈬
1月20日㈬ 18：00〜20：00 保健福祉館 県司法書士会佐倉支部

菊地裕文さん ☎28-5562
木造住宅耐震相談（予約制） 12月25日㈮ 9：00〜16：00 市役所2階202会議室 建築住宅課 ☎20-1564
女性就業（内職）相談

（来所前に要電話） 水・金曜日 10：00〜16：00 市役所2階女性就業相談室 商工課
☎22-1111　内線2729

消費生活相談 月〜金曜日 9：30〜16：30 消費生活センター（市役所2階） 消費生活センター
 ☎23-1161

年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
女性のための相談（予約制） 12月24日㈭ 10：00〜16：00 市役所2階相談室 企画政策課 ☎20-1500
交通事故相談 1月 5日㈫ 10：00〜15：00 市役所1階相談室 交通防犯課 ☎20-1527

障がい者相談 水曜日・第4日曜日・
祝日を除く毎日  9：00〜19：00 保健福祉館 障がい者相談センター

☎27-1106

障がい者就労相談 月〜金曜日 9：00〜17：00 保健福祉館

成田障害者就業・生活
支援センター
就職するなら明朗塾
☎29-1003

心配ごと相談
木曜日

10：00〜15：00
保健福祉館

社会福祉協議会
☎27-77551月 8日㈮ 下総地域福祉センター

12月18日㈮ 保健福祉館大栄分館
酒害相談 1月 7日㈭  9：00〜12：00 保健福祉館 〃
家庭児童相談 月〜金曜日  9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日  9：00〜17：15 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 〃 〃
教育相談（不登校相談も） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

困りごと・悩みごと相談室
一人で悩んでいないで相談してみませんか？
毎日の生活の中で、疑問に思っていること、誰かに相談したい
と思っていることはありませんか。市などでは、そんなあなたの
要望に応え、各種相談を行います。相談は無料で秘密は厳守
されます。この機会に日ごろ感じている疑問や悩みを解消してみ
てはいかがですか。

心の健康、
応援します

1� 広報なりた 2009.12.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



人
事
行
政
の
運
営
状
況
を
公
表

➡横組ページのため21ページからお読みください

①服務規律の確保に関する取り組み（平成20年度）
時　期 内　容 発信者

平成20年 6月 職員の綱紀保持の徹底について 副市長

平成20年 8月 職員の綱紀保持の徹底について 市長

平成20年12月 職員の綱紀保持の徹底について 副市長

②営利企業等従事制限に係る許可（平成20年度）
申請件数 承認件数 事由

39件 39件 住宅・土地統計調査調査員など

※くわしくは人事課（☎20-1505）へ。

イ　特別研修

研修の名称 受講者数（人）

接遇研修 46

法制執務研修 31

自治体法務研修 40

民間企業研修 8

　各行政分野において、職務遂行能力や技術を高め、より高度で新し
い専門的知識を習得するために行う研修です。

ウ　派遣研修

研修の名称 受講者数（人）

自治大学校 2

市町村職員中央研修所 11

千葉県自治研修センター 90

千葉県市町村振興協会海外派遣研修 1

印旛郡市広域市町村圏事務組合 86

国土交通大学校 1

全国建設研修センター 5

文部科学省派遣研修 1

消防大学校 2

千葉県消防学校 35

救急救命東京研修所 1

各課専門実務研修 383

　専門的な内容について、効率的な研修を実施するため、外部研修機
関などに職員を派遣して実施する研修です。

②勤務成績の評定�（平成20年度）

実施時期 対象者数（人）

平成20年 6月 2

平成20年 9月 1

平成20年12月 1

平成21年 2月 107

　職務の級が6級（主査）までの昇格の時期、年1回の昇給の時期に、所
属長による勤務成績の評定を実施しています。平成20年度の昇格時の
勤務成績の評定の実施状況は次の通りです。

服務6

①研修の実施状況（平成20年度）
ア　一般研修

研修の名称 受講者数（人）

新規採用職員第1次研修 39

新規採用職員第2次研修 25

中級職員研修 17

　同じ階層に属する職員に共通の研修内容を一定の場所で一時期に行
う集合研修です。多数の職員が知識を体系的に学び、相互啓発の機会
が得られ、市の実情に応じた研修ができるものです。

研修と勤務成績の評定7

③公務災害補償
　職員が公務上の災害（負傷、疾病、障がいまたは死亡）または通勤に
よる災害を受けた場合に、その災害によって生じた損害を補償し、必
要な福祉事業を行うことにより、被災職員とその家族の生活の安定と
福祉の向上に寄与することを目的とします。補償の種類には、療養補
償、休業補償、傷病補償年金、傷害補償、介護補償、遺族補償、葬祭
補償などがあります。平成20年度の認定件数は、8件（公務災害4件、
通勤災害4件）でした。

②安全衛生管理�（平成20年度）
　職員の健康の保持増進のため、労働安全衛生法に基づく定期健康診
断などを行っています。

健康診断などの名称 受診者・受講者数（人）

定期健康診断 634

婦人科検診（乳がん・子宮がん） 43

腰痛・頚肩腕検診 32

B型肝炎予防接種 （延べ）246

健康相談 （延べ）79

健康管理講習会 124

①福利厚生制度

イ　職員互助会
　職員の厚生制度は、地方公務員法において職員の保健、元気回復そ
のほか厚生に関する事項について計画し、実施することが義務付けら
れていることから、本市では成田市職員互助会が市に代わり職員の福
利厚生事業を行っています。その費用は職員の掛金と市の補助金で賄
われており、平成20年度の職員互助会決算額は54,388,248円で,市か
らの補助金は20,652,485円でした。

ア　共済組合
　職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基づき、千葉県市町
村職員共済組合が行っています。その費用は職員の掛金と市の負担金
で賄われており、その内容は、短期給付事業（健康保険関係）、長期給
付事業（年金保険関係）、福祉事業（健康診査事業など）です。

　地方公務員法は、職員の福利厚生を図る制度として共済制度（同法第
43条）、厚生制度（同法第42条）を定め、また、これらとは別に公務災害
補償制度（同法第45条）を定めています。

職員の福祉と利益の保護8

　平成20年度において、本市職員が公平委員会に対し行った勤務条件
に関する措置の要求、不利益処分に関する不服申立ては次の通りです。

公平委員会に関する事項9

区　分 件　数

勤務条件に関する措置の要求 0

不利益処分に関する不服申立て 1
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②休暇など
ア　休暇などの種類

種類 内容

年次有給休暇
1年に20日間（新規採用の年は採用月に応じて別に定
める日数）付与されます。残日数は翌年に限り繰り越
すことができます

病気休暇
負傷または疾病のため療養する必要があり、勤務しな
いことがやむを得ないと認められる場合に承認される
休暇です

特別休暇 特別な事由により職員が勤務しないことが相当である
場合に承認される休暇です

介護休暇
配偶者や2親等以内の親族などの介護をするため、勤
務しないことが相当であると認められる場合に承認さ
れる休暇です

育児休業 職員が3歳未満の子を養育するために、承認を受けて
職務に従事しないことができます

部分休業
職員が小学校就学の始期に達するまでの子を養育する
ために、承認を受けて勤務時間の一部について勤務し
ないことができます

イ　年次有給休暇の取得状況

対象職員数A 総付与日数B 総取得日数C 平均取得数C/A 消化率C/B

669人 26,337日 8,820日 13.2日 33.5％

対象職員数とは、平成20年1月1日〜12月31日までの全期間を在職し
た市長事務部局の職員をいい、この期間中に中途に採用された者や退
職した者、育児休業または休職などの事由のある職員を除きます。総
付与日数とは、平成20年1月1日現在において各職員に付与された日
数（前年からの繰越日数を含む）を合計したものです。

ウ　介護休暇、育児休業、部分休業の取得状況

種類
平成20年度取得者数（人）

男性職員 女性職員 合計

介護休暇 1 0 1

育児休業 0（0） 25（9） 25（9）

部分休業 0 4 4

（　）内の数は、平成20年度において新たに育児休業の承認を受けた職
員の人数です。

②懲戒処分（平成20年度）
処分の種類 免職 停職 減給 戒告

職員数（人） 1 0 0 0

懲戒処分とは、職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うため
の処分で、公務における規律と秩序を維持することを目的としてなさ
れます。

特
殊
勤
務
手
当（
平
成
20
年
度
決
算
）

職員全体に占める手当支給
職員の割合 33.1％

支給職員1人当たり平均支給
年額 19,855円

手当の種類（手当数） 17種類

代表的な手当
の名称

支給額の多い
手当

救急等出動手当、介助業務手当、
保健福祉業務手当、用地等交渉手
当、機関員業務手当

多くの職員に
支給されてい
る手当

救急等出動手当、機関員業務手当、
消火等作業手当、保健福祉業務手
当、税徴収等手当

時間外勤務手当
（決算）

平成20年度
支給実績 352,166千円
職員1人当たり
平均支給年額 295千円

平成19年度
支給実績 349,695千円
職員1人当たり
平均支給年額 286千円

職員の給与2

区　分 報酬などの月額 期末手当

市　長 883,500円

副市長 760,000円

教育長 703,000円

議　長 530,000円

副議長 490,000円

議　員 470,000円

市長、副市長、教育長の給料月額は、平成17年7月1日から23年1月20
日までの間における5％の減額措置後の月額です。

　特別職の給料と議員の報酬の月額は、「成田市特別職報酬等審議会」
の答申を受けて、「特別職の職員の給与に関する条例」などで次の通り
定められています。現在の報酬などの月額は平成10年4月1日（市長は
平成6年4月1日）から適用されています。

（平成21年4月1日現在）

  （平成20年度支給割合）

6月期 2.15月分

12月期 2.35月分

合計 4.50月分

特別職の報酬など3

①勤務時間

勤務時間 休憩時間

午前8時30分〜午後5時15分 正午〜午後1時

公務の運営上の事由により特別の勤務形態によって勤務する必要のあ
る職員（消防職員など）は、特別の勤務時間の割り振りを定めています。

　職員の勤務時間は原則として次の通りです。

勤務時間その他の勤務条件4
①分限処分（平成20年度）

処分の種類 降任 免職 休職 降給

職員数（人） 0 0 8 0

分限処分とは、職員がその職責を十分に果たすことができない場合に
行う処分で、公務能率の維持を目的としてなされます。休職の8人の
事由はすべて心身の故障のため、長期療養を必要とする場合です。

分限処分と懲戒処分5

1� 広報なりた 2009.12.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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①人件費（平成20年度普通会計決算）（単位：人・千円・％）
住民基本台帳人口

（平成21年3月31日現在） 歳出額A 人件費B 人件費率
（B/A）

平成19年度
人件費率

125,428 53,327,526 11,167,227 20.9 22.6

人件費とは、議員・各種委員・職員などに対し、勤労の対価・報酬と
して支払われる一切の経費をいいます。

（単位：人・千円）②給与費（平成21年度普通会計当初予算）

職員数A
給与費 1人当たりの

給与額（B/A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計B

1,145 4,769,469 1,440,965 2,155,198 8,365,632 7,306

職員数は、普通会計における一般行政職員・技能労務職員などの総数
であり、職員手当とは扶養手当・通勤手当・住居手当などの各種手当

（期末手当・勤勉手当・退職手当を除く）をいいます。

③平均給料月額、平均給与月額、平均年齢
（平成21年4月1日現在　単位：円・歳）

区分
一般行政職員 技能労務職員

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

成田市 361,257 491,621 44.3 274,909 335,754 52.5

千葉県 355,669 443,531 44.4 331,246 386,982 49.9

給与月額とは、月々支給される給料と職員手当（期末手当・勤勉手当・
退職手当を除くすべての手当）の合計額をいいます。

④初任給 （平成21年4月1日現在　単位：円）

区　分 成田市 千葉県

一般行政職員
大学卒 178,800 178,800

高校卒 144,500 144,500

⑤学歴別、経験年数別平均給料月額
（平成21年4月1日現在　単位：円）

区　　分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一般行政職員
大学卒 271,146 328,942 379,100

高校卒 233,240 270,614 335,200

技能労務職員 高校卒 213,475 256,733 318,550

経験年数とは、学校卒業後すぐに市に採用され、引き続き勤務してい
る場合には採用後の年数をいい、採用前に職歴などのある場合にはそ
の期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

⑥ラスパイレス指数 （平成20年4月1日現在）

成田市 千葉県内市平均 全国市平均

103.6 101.2 98.3

ラスパイレス指数とは、国家公務員（一般行政職）の給料水準を100と
した場合の各地方公共団体の給料水準を示すものです。

⑦諸手当 （平成21年4月1日現在）
　職員には給料と職員手当が支給されますが、代表的な職員手当の内
容は次の通りです。期末手当・勤勉手当は民間のボーナスに相当する
手当であり、地域手当は地域の民間賃金水準を適切に反映できるよう
にするために支給する手当です。

区分 成田市 国

住居手当

◦ 借家の場合（家賃10,000円
を超える場合に限る）家賃
の額に応じて30,000円を
限度に支給

◦自宅の場合　10,000円

◦ 借家の場合（家賃12,000円
を超える場合に限る）家賃
の額に応じて27,000円を
限度に支給

◦ 自宅の場合　新築・購入後
5年間 2,500円

通勤手当

◦電車・バスを利用する場合
　定期代など全額支給
◦乗用車などを使用する場合
　 交通用具と使用距離に応じ

て支給
　① 自転車
　　2,000円〜5,000円
　　（10㎞以上一律）
　② 原動機付自転車など
　　2,000円〜20,900円
　　（40㎞以上一律）
　③普通自動車など
　　5,500円〜64,300円
　　（100㎞以上一律）

◦ 電車・バスを利用する場合
　 定期代などに応じて1カ月

当たり55,000円を限度に
支給

◦ 乗用車などを使用する場合
　 使用距離に応じて2,000円

から24,500円を支給

退職手当

［支給率］ 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.5月分 30.55月分
勤続25年 33.5月分 41.34月分
勤続35年 47.5月分 59.28月分

最高限度額 59.28月分 59.28月分
◦そのほかの加算措置
　定年前早期退職特例措置（2〜20％加算）
◦1人当たりの平均支給額　26,371千円

退職手当の1人当たりの平均支給額は、平成20年度に退職した全職種
の職員に支給された平均額です。

地
域
手
当

成
田
市

支給対象地域 成田市全域

支給率

◦平成22年度以降の支給率（本則）
　12％
◦経過措置に基づく平成21年度の支給率
　10％

平成21年度支給対象職員数 1,187人

支給職員1人当たり平均支給年額（平成20年度決算） 405,824円

国

◦指定基準による支給率（平成22年度以降）
　成田市全域　15％
◦経過措置に基づく平成21年度の支給率
　成田市全域　12％（成田国際空港区域内　14％）

期末手当
勤勉手当

（平成20年度支給割合）
期末手当 勤勉手当

6月期 1.4月分 0.75月分
12月期 1.6月分 0.75月分
合　計 3.0月分 1.50月分

扶養手当
◦配偶者   13,000円
◦配偶者以外の扶養親族　 1人6,500円
　16歳〜22歳の子　1人5,000円加算

扶養手当額、期末手当・勤勉手当の支給割合、退職手当の支給率は国
と同じです。

職員の給与2
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職種名 職員数（人）

一般行政職 20

技術職 4

専門職 5

消防職 14

合計 43

①平成21年度採用者数

人事交流などにより採用した職員を除く。

地方公務員法第58条の2と成田市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第6条に基づいて、
市の人事行政の運営状況などについて公表します。

人事行政の運営状況を公表

職種名
退職事由別職員数（人）

定年 勧奨など 計

一般行政職 20 14 34

技術職 3 － 3

専門職 － 7 7

消防職 7 1 8

技能労務職 2 － 2

合計 32 22 54

②平成20年度中の退職者数

人事交流などにより退職した職員を除く。

（平成21年4月1日現在　単位：職員数＝人、構成比＝％）③一般行政職員の級別職員数
区分 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級

計標準的な
職務内容 部長 課長

主幹 副主幹 主査 副主査 主任主事 主事 主事補

職員数 20 114 65 199 90 102 72 12 674

構成比 3.0 16.9 9.6 29.5 13.5 15.1 10.7 1.8 100

職員数は一般職職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分によるものであり、標準的な職務内容はそれぞれの級に該当する代表的な職名です。

④部門別職員数と主な増減理由 （各年度4月1日現在　単位：人）

部門
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成20年度 平成21年度

一般行政
（うち福祉部門）

714
（276）

708
（277）

△6
（1） ◦事務事業の見直しによる減

教育 170 165 △5 ◦事務の民間委託などによる減

消防 232 240 8 ◦消防署の新設による増

公営企業など 92 87 △5 ◦業務の合理化などによる減

合計 1,208 1,200 △8

派遣先団体 平成20年度 平成21年度

印旛郡市広域市町村圏事務組合 1 1

香取広域市町村圏事務組合 1 1

公益法人など 14 12

⑤派遣職員 （各年度4月1日現在　単位：人）

◆定員管理の数値目標の年次別進ちょく状況
（各年度4月1日現在　単位：人）

平成17年度
計画始期

平成18年度
1年目

平成19年度
2年目

平成20年度
3年目

平成21年度
4年目

平成18年度〜
21年度合計

（参考）
数値目標

職員数 1,249 1,240 1,222 1,195 1,188 － 1,189

増　減 － △9 △18 △27 △7 △61
（101.7％） △60

⑥定員適正化計画の数値目標と進ちょく状況
◆平成17年4月1日〜22年4月1日における定員管理の数値目標

平成17年4月1日
職員数

平成22年4月1日
職員数 純減数 純減率

1,249人 1,189人 60人 4.8％

職員数には、派遣職員（定数外職員）は含まれていません。

平成17年度計画始期の職員数は、成田市・下総町・大栄町・佐原市外五町消防
組合（一部）の職員数を合計したものです。（　）内の数値は、数値目標に対する進
ちょく率を示したものです。

職員の任免と職員数1

�1 広報なりた 2009.12.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



工業統計調査
　ご協力ください

　12月31日を基準日として工業統計調
査が行われます。この調査は、製造業の
事業所を対象にその実態を明らかにする
ために行うもので、調査の結果は各種行
政施策を立案するための重要な資料とな
るほか、学術研究などの基礎資料として
も広く利用されています。
　対象となる事業所には12月中旬に調
査員が伺いますので、ご協力をお願いし
ます。
※くわしくは行政管理課（☎20-1501）へ。

N ARITA-NATIVE
　ベイエフエムで市の情報を

　市では県内外に成田の魅力を知って
もらおうと、ベイエフエムで情報番組

「NARITA-NATIVE（ナリタ ネイティブ）」を
放送しています。通勤や家事の途中にラジ
オに耳を傾けてみてください。
放送時間＝毎週火曜日 午前8時57分〜

59分
※くわしくは広報課（☎20-1503）へ。

選挙人名簿
　登録者数が確定しました

　平成21年12月2日現在の選挙人名簿
の登録者数が次の通り確定しました。
◦男…51,482人
◦女…50,851人
◦合計…102,333人
※くわしくは選挙管理委員会事務局（☎

22-1111内線3152）へ。

広報なりたファイル
　ご利用ください

　1冊に1年分の「広報なりた」がつづれ
るファイルを希望者に配布しています。
配布場所＝広報課（市役所3階）、行政資

料室（市役所1階）、市立図書館、各公
民館、三里塚コミュニティセンター、
下総・大栄支所総務課

※くわしくは広報課（☎20-1503）へ。

催し物
国際交流コンサート

　ヘンデル没後250周年

日時＝12月20日㈰ 午後2時開演（開場は
午後1時30分）
会場＝国際文化会館大ホール
内容＝ベートーヴェン：交響曲第9番第4

楽章、ヘンデル：オラトリオ「メサイヤ」抜
粋、ホルスト：組曲「惑星」より木星
出演
◦指揮：ヨーナス・アレクシ・ランニラ、

椙山由美子
◦ソリスト：岡部千栄子、鈴木賀子、吉田

伸昭、若林浩
◦管弦楽：成田高校音楽部
◦合唱：成田楽友協会合唱団、日本航空

合唱団
前売券＝一般1,500円、高校生以下500

円（当日券は500円増、全席自由）
前売所＝国際文化会館、成田楽友協会

事務局（イマナカ楽器）、ヨネダカメラ本
店、ボンベルタ成田店4階サービスカウ
ンター、イオンモール成田2階インフォメー
ション、信水舎書店公津の杜店

※くわしくは国際文化会館（☎23-1331、
月曜日は休館）へ。

防災講演会
　中越地震被災体験を

日時＝1月17日㈰  午後2時〜3時30分
会場＝大栄公民館プラザホール
講師＝星野剛さん（NPO法人「防災サポー

トおぢや」）
定員＝300人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは1月14日㈭までに危機管理

課（☎20-1523）へ。

印旛郡市文化財センター企画展
　戦国INBA─変遷する城と館─

期間＝6月30日㈬まで
時間＝午前9時〜午後4時30分（土・日曜

日、祝日は午後4時まで）
会場＝印旛郡市文化財センター考古資料

展示室（佐倉市）
内容＝印旛郡内の中世遺跡から「本佐倉

城と惣構」「いくさびとの精神世界」
「館のくらし」というテーマ別に出土
品などを展示

入館料＝無料
※くわしくは印旛郡市文化財センター
（☎043-484-0126）へ。

航空科学博物館
　一番機と初日の出を見よう

日時＝1月1日（金・祝） 午前5時から
会場＝航空科学博物館（芝山町）
内容＝5階展望室から新しい年の「一番

機」と「初日の出」を見る
参加費＝一般500円、中・高校生300円、

小学生以下200円（入館料）
※くわしくは航空科学博物館（☎0479-78-

0557、月曜日は休館）へ。

MESSAGEBOARD

年末恒例の「第九」も

譲ります
有�償・旅行かばん・下総中制服（女子

用）・食器洗い機・衣類乾燥機・バ
キューム式アイロン台・落語LP12枚
セット・学習机・電気敷毛布・電気
ストーブ
無�償・ワープロ・ウッドカーペット・

折り畳みパイプベッド
探しています

有�償・ミシン・自転車（18インチ男子
用）
無�償・ビデオデッキとカメラ（Hi8方式）・

おもちゃ（プラレール、トミカなど）・ミ
シン・マージャン用マット・キーボー
ド・調理用具・ワイドストッカー・ラ
ンドセル・中学校制服（男子用）・車
いす

※ 家庭で眠っている不用品を譲りたい
人、中古品を譲り受けて有効利用
したい人はリサイクルプラザ（☎36- 
1000、月曜日・祝日は休館）へ。

不用品情報コーナー

善意ありがとう
東京電力株式会社成田支社から市
に水銀灯（防犯灯）3基が寄贈されま
した。善意ありがとうございました。
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お知らせ
農業委員会委員選挙人名簿

　申請してください

　平成22年1月1日現在、次の要件をす
べて満たす人で登載申請書の提出があっ
た人を農業委員会委員選挙人名簿に登録
します。
　要件を満たしている人でも、申請をし
ないと選挙権がなくなりますので注意し
てください。
登録要件
◦市内に住所がある人
◦平成2年4月1日以前に生まれた人
◦次のいずれかに該当する人
①10アール以上の農地で耕作の業務を

営む人
②①の人の同居の親族または配偶者で、

年間おおむね60日以上耕作に従事し、
農業委員会が認めた人

③10アール以上の農地で耕作の業務を
営む農業生産法人の組合員または社
員で、年間おおむね60日以上耕作に
従事し、農業委員会が認めた人
登載申請書の提出＝12月下旬に郵送さ

れる申請書に必要事項を書いて1月10
日㈰までに返送

※くわしくは選挙管理委員会事務局（☎2
2-1111内線3152）または農業委員会事
務局（☎20-1573）へ。

夜間納税窓口
　臨時休日納税窓口も

　仕事などで時間が取れず平日に市税の
納税や相談をすることが困難な人を対象
として、夜間納税窓口と臨時の休日納税
窓口を開設します。
日時
◦夜間納税窓口…12月15日㈫〜18日

㈮・21日㈪・22日㈫ 午後7時まで
◦臨時休日納税窓口…12月20日㈰ 午前

9時〜午後4時
会場＝納税課（市役所2階）
※12月27日の日曜開庁日も納付や相談

を受け付けます。下総・大栄支所では
行いません。くわしくは同課（☎20-15
19）へ。

児童ホーム
　入所申請書を配布します

　4月1日から市内の児童ホームに入所
を希望する児童を対象に、入所申請書類
を配布しています。
対象＝市内の小学校に通っていて、保護

者が昼間いない家庭の児童
開設期間＝祝日・年末年始を除く月〜土

曜日
配布書類＝入所案内、入所申請書、就労

証明書用紙など
配布場所＝保育課（市役所2階）、下総・大

栄支所市民福祉課、各児童ホーム、市
ホームページ（http://www.city.narita.
chiba.jp/sisei/download/hoiku0003.
html）
受付期間
◦第1次…2月1日㈪〜3日㈬
◦第2次…2月15日㈪・16日㈫
時間＝午前9時〜午後5時
会場＝市役所3階第二応接室
※第1次受付で定員を超えた児童ホーム

は、待機となる場合があります。そ
の場合第2次受付以降はすべて待機と
なります。くわしくは保育課（☎20- 
1607）へ。

下水道
　正しい使用と点検を

　下水道は、自然や人々の生活環境を向
上させるための公共の財産です。排水設
備に野菜くず、残飯、てんぷら油、合成
洗剤、アルコール、ガソリン、雨水、水
に溶けない紙、紙おむつ、たばこ、ガム、
ビニールを流してはいけません。
　詰まって修理を依頼すると多額の費用
が掛かる場合がありますので、日ごろか
ら正しい使用と点検をお願いします。
※くわしくは下水道課（☎20-1553）へ。

成人式
　おめでとう

日時＝1月11日（月・祝） 午前9時30分
受付開始（午前10時30分式典開始）
会場＝国際文化会館
内容＝式典、アトラクション
対象＝平成元年4月2日から平成2年4月

1日までに生まれた人で市内在住者・
市内中学校卒業者

※転出した人には案内状が届きませんの
で、生涯学習課（☎20-1583）へ連絡
してください。くわしくは同課へ。

栗山公園のミニSL
　運休します

　12月と1月 
はミニSLを運
休します。次
回の運行は、
2月28日㈰午
前10時〜午後3時です。
※くわしくは公園緑地課（☎20-1562）へ。

臨海宿泊施設
　料金の一部を助成

契約施設
◦休暇村館山（☎0470-29-0211）
◦蓮沼ガーデンハウスマリーノ（☎0475

-86-2511）
◦のさか望洋荘（☎0479-67-3511）
◦鵜原民宿組合（☎0470-76-0436）
◦岩井民宿組合（☎0470-57-2088）
対象＝成田市に住民記録がある人または

外国人登録をしている人
助成額＝小学生2,000円、中学生以上

2,500円（年度ごとに1人1回まで）
利用方法＝宿泊施設に予約した後、印鑑

を持って生涯スポーツ課（市役所5階）
へ申請。宿泊料金から助成金額が差
し引かれます

※くわしくは同課（☎20-1584）へ。

M E S S A G E B O A R D

伝 言 板

懐かしい友との再会も

飼い主の皆さんへ

　犬のフンは、飼い主が責任を持っ
て始末しましょう。ごみとして出す場

合は、新聞紙な
どで包み、ごみ
収集袋（燃やせ
るごみ）に入れ
て集積所へ出し
てください。
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昔の遊び講座
　懐かしいおもちゃに触れる

日時＝1月11日（月・祝） ①午前10時〜
正午 ②午後2時〜4時
会場＝市立図書館2階視聴覚ホール
内容
①けん玉で遊ぼう
②積み木で遊ぼう
対象と定員
①小学3〜6年生・30人（先着順）
②小学生・50人（先着順）
※参加費は無料です。申し込みは12月

22日㈫午前9時30分から市立図書館
（☎27-4646、月曜日は休館）へ。

明るい選挙啓発書き初め展
　作品をお寄せください

　小中学生の書き初めを募集します。入
賞者には記念品が、応募者全員には参加
賞があります。優秀作品は公民館や市役
所ロビーで展示します。
課題
◦小学1年生…「とら」
◦小学2年生…「えらぶ」
◦小学3年生…「ふるさと」
◦小学4年生…「生きがい」
◦小学5年生…「大きな心」
◦小学6年生…「住みよい町」
◦中学1年生…「夢の実現」
◦中学2年生…「明るい社会」
◦中学3年生…「明日の成田」
応募方法＝書き初め用紙（縦83cm×横

21cm）に、課題と氏名（小学1・2年生
は名前だけでも可）を書き、作品の左
下に名札（学校名・学年・氏名を記入）
を貼り、学校ごとにまとめて1月13日
㈬までに選挙管理委員会事務局（市役
所4階）へ

※くわしくは同事務局（☎22-1111内線
3152）へ。

千葉県生涯大学校の学生
　学んでみませんか

対象＝県内在住で社会参加の意欲のある
60歳以上の人
課程と学科
◦一般課程…福祉科、生活科、園芸科、

陶芸科
◦通信課程…福祉生活科
受付期限＝12月28日㈪
※入学案内は高齢者福祉課（市役所議会

棟1階）で配布しています。千葉県生涯
大学校ホームページ（http://www.pre
f�.chiba.lg.jp/syozoku/c_�kouf�uku/ikii
ki1/ikiiki1.html）からもダウンロードで
きます。くわしくは同校事務局（☎043
-266-4705）へ。

お知らせ
償却資産

　早めの申告にご協力を

　償却資産とは、土地・家屋以外の事業
に使用する機械、器具・備品、構築物な
どをいいます。地方税法の規定により、
平成22年1月1日現在で所有する償却資
産について、価格決定に必要な事項を1
月31日までに市へ申告することになっ
ています。
　期限直前になると大変込み合いますの
で、できるだけ早めの申告をお願いしま
す。
※くわしくは資産税課（☎20-1514）へ。

悪質商法の被害防止
　小冊子とマグネットを配布

　市では、悪質商法の被害防止を目的と
して、消費生活に役立つ小冊子「くらし
の豆知識」2010年版と、消費生活セン
ターの連絡先が入ったマグネットを配布
します。
配布場所＝消費生活センター（市役所2

階）、行政資料室（市役所1階）、市立
図書館、各公民館、三里塚コミュニ
ティセンター、美郷台地区会館、下総・
大栄支所、保健福祉館

※いずれも1世帯に1部です。くわしく
は商工課（☎20-1622）へ。

門松カード
　新年を祝って配布します

　市では、緑化推進事業
の一環として、自治会
などを通じて各戸に門
松カードを配布していま
す。自治会がない地区や、
破損・紛失した人は次の
施設でも配布しますので
利用してください。
配布日時＝12月15日㈫

〜28日㈪ 午前9時〜
午後5時（各施設の休
館日は除く）

配布場所＝公園緑地課（市役所5階）、下
総・大栄支所農産土木課、各公民館、
三里塚コミュニティセンター

※くわしくは公園緑地課（☎20-1562）へ。

防災無線テレホンガイド
　災害発生時の避難情報など

　市では、災害が発生する恐れが生じた
場合や災害が発生した場合の避難に関す
る情報のほか、緊急を要する市民生活に
密着した行政情報について防災無線で放
送をしています。
　防災無線の放送が聞き取れなかったり
聞き逃したりした場合は、防災無線テレ
ホンガイド（10120-38-3898）を利用
してください。
※くわしくは危機管理課（☎20-1523）へ。

成田市プレミアム付商品券
　期限が迫っています

◦商品券を購入した人…使用期限は12
月20日㈰

◦登録事業者の人…換金期限は1月15日
㈮

※くわしくは成田市商店会連合会事務局
（成田商工会議所内・☎22-2101）へ。

MESSAGEBOARD

優秀作品がズラリ

12月27日、1月10日
午前8時30分〜午後5時15分

開庁日日曜

市民課、保険年金課、市民税課、資
産税課、納税課、子育て支援課で一
部の業務を行っています
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募集
和紙ちぎり絵教室

　柔らかで優しい作品を

日時＝1月30日㈯、2月6日㈯・13日㈯・
 20日㈯（全4回） 午前9時30分〜11時 
 30分

会場＝下総公民館
定員＝20人（先着順）
教材費＝1回1,000円（材料代）
※申し込みは午前9時〜午後5時に下総公

民館（☎96-0090、月曜日は休館）へ。

バウンドテニス体験教室
　気軽に参加を

日時＝1月14日㈭・21日㈭・28日㈭ 午
前9時15分〜正午
会場＝フィットネスハウス・アリーナ
（中台体育館）
参加費＝1回100円
※ラケットは用意してあります。申し

込みは1月8日㈮までに市レクリエー
ション協会事務局（生涯スポーツ課・
☎20-1584）へ。

旭中央病院附属看護専門学校
　平成22年度の看護学生

受験資格＝高卒（見込みを含む）またはそ
れと同等以上の資格がある人
試験日
◦一次募集…1月22日㈮・23日㈯
◦二次募集…3月5日㈮・6日㈯
試験科目＝国語（国語総合・現代文）、英

語Ⅰ、面接
受付日（必着）
◦一次募集…1月5日㈫〜15日㈮
◦二次募集…2月2日㈫〜26日㈮
※くわしくは旭中央病院附属看護専門学

校（☎0479-63-8111）へ。

パソコン講習会・エクセル科
　就職を応援

期間＝2月9日㈫〜3月16日㈫の月・火・
木・ 金 曜 日（全20回）（2月11日（木・
祝）を除く） 午前10時〜午後4時
会場＝勤労会館
内容＝エクセルを習得し、日商PC（デー

タ活用）検定3級取得を目指す（検定日
は3月18日㈭）
対象＝現在求職中の市民で、パソコン操

作技術を習得して就業しようとする人（パ
ソコンで文書作成などの経験がある人）
定員＝20人（応募者多数は選考）
受講料＝13,500円（教材費・検定料）
申込方法＝1月14日㈭・15日㈮の午後2

時〜4時に応募者本人が直接会場へ
※くわしくは商工課（☎20-1622）へ。

成田市ミックステニス大会
　パートナーを信頼して

期日＝1月31日㈰、2月7日㈰（予備日14日
㈰）

会場＝サウンドハウス・スポーツセン
ター・テニスコート（中台テニスコート）
競技方法＝ミックスダブルス個人戦
（トーナメント方式）
参加資格＝市内在住・在勤の人、加盟ク

ラブ員、市内または近隣の高校生
参加費＝1チーム一般3,500円、加盟クラ

ブ員3,000円、高校生1,500円
申込方法＝1月15日㈮までに参加費を

持って公津の杜テニススクール（☎28-
4062）へ

※くわしくは市テニス協会事務局・吉田
さん（☎29-0277）へ。

市民グランドバレーボール大会
　白熱した試合を

日時＝1月17日㈰ 午前9時受付開始
会場＝フィットネスハウス・アリーナ
（中台体育館）
種目＝一般の部（中学生以上）、小学生の

部
チーム編成＝6人制・男女混合（女子3人

以上、女子のみも可）
参加費＝1チーム1,000円
※申し込みは1月8日㈮までに市レクリ

エーション協会事務局（生涯スポーツ
課・☎20-1584）へ。

推進教員と支援教員
　市立小中学校の

　市では、子どもたちに安心して楽しく
学校生活を送ってもらうため、市内の小
中学校に推進教員と支援教員を配置して
います。「先生」を目指す若い力を募集し
ます。
応募資格と募集人数
◦少人数学習推進教員…小学校教員資

格または中学校教員資格を持つ人（平
成22年3月末日までに取得見込みを含
む）・40人程度

◦健康推進教員…養護教諭の資格を持つ
人（平成22年3月末日までに取得見込
みを含む）・10人程度

◦小規模学校支援教員…小学校教員資格
を持つ人（平成22年3月末日までに取
得見込みを含む）・7人程度
採用期間＝平成22年4月1日〜平成23年

3月31日
勤務場所＝市内小中学校（小規模学校支

援教員は市内の小学校）
仕事内容
◦少人数学習推進教員…学習指導（主に

算数、数学、英語）や生徒指導など
◦健康推進教員…保健室の運営、教育相

談の補助など
◦小規模学校支援教員…小規模校での学

習指導や生活指導など
勤務時間＝1日7時間30分
賃金＝時給1,340円
待遇＝市の規定により有給休暇、期末手

当、交通費（限度あり）を支給。社会
保険制度あり
応募方法＝封筒の表に「〇〇教員志願」

と書いて、写真を貼った履歴書、教
員免許状の写しまたは免許状取得見
込証明書、作文（400字詰め原稿用
紙2枚程度）を1月8日㈮（必着）までに
直接または郵送で学務課（市役所5階 
〒286-8585 花崎町760）へ
作文テーマ
◦少人数学習推進教員・小規模学校支援

教員…こんな教師になりたい
◦健康推進教員…こんな養護教諭になり

たい
選考方法＝1次は書類選考、2次は面接（1

月下旬）
※くわしくは学務課（☎20-1581）へ。

M E S S A G E B O A R D

伝 言 板

誰でもすぐ楽しめます

�� 広報なりた 2009.12.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



HEALTH AND WELFARE

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相
談なども受け付けしています。
　相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象�
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月までの赤ちゃんが対象
　※赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3〜90カ月（7歳6カ月）未満の乳幼児が対象
期日＝1月15日㈮・18日㈪
受付時間＝午後1時15分〜2時
※問診票と母子健康手帳を持ってきてください。

ボンベルタ成田店

サウンドハウス・スポーツセンター
（中台運動公園）

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時〜

午後11時
外科
歯科

日曜日・祝日
12月29日〜1月3日

午前10時〜
午後5時

※ 来診前に症状を連絡してください。健
康保険証を忘れずに。電話のかけ間違
いに注意してください。

日曜祝日診療機関☎27-1116 赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）急病診療所
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科
（日曜日の午前中・ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック
（日曜日の午前中・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック
（日曜日の午前中・吉岡・☎49-0533）

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人 成人検診・女性の検診
健康相談（予約制） 2月 5日㈮ 午後1時15分〜1時45分 医師・保健師・栄養士
歯の健康相談 2月 3日㈬ 午後1時30分〜2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制） 2月 3日㈬ 午後1時30分〜3時 精神科医師・保健師
1月20日㈬ カウンセラー・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 12月21日㈪

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成21年 8月生まれ
赤ちゃん相談・10カ月 12月18日㈮ 平成21年 2月生まれ
1歳6カ月児健診 1月 7日㈭ 平成20年 6月生まれ
3歳児健診 12月17日㈭ 平成18年 6月生まれ
2歳児歯科健診 1月14日㈭ 午後1時〜1時30分 平成19年 6月生まれ
こころの発達相談（予約制） 2月23日㈬ 午後1時30分〜3時30分 心理発達に心配のある乳幼児

　このコーナーの問い合わせは各保育園
へ。赤荻・大栄・宗吾・公津の杜保育園以
外は予約が必要です。
＊は一時保育あり（要予約）
時�間＝午前10時〜11時（赤荻は午前9時〜
午後0時15分、大栄は午前9時30分〜午
後4時30分、宗吾は午前9時〜午後4時、
公津の杜は午前9時30分〜午後3時、月
かげは午前9時30分〜11時）

期日と会場

保 育 園 開 放 日

12月16日㈬　保健福祉館（成）

（成…成人検診）

健やかに過ごすために

献血にご協力ください
【ボンベルタ成田店脇バスロータリー】
日�時＝12月19日㈯ 午前10時〜11時45分、午後1時〜4時
【市役所】
日�時＝12月22日㈫ 午前10時〜11時45分、午後1時〜4時
【イオンモール成田】
日�時＝12月30日㈬ 午前10時〜11時45分、午後1時〜4時
※ 都合により変更になる場合があります。くわしくは千葉県

赤十字血液センター献血推進課（☎043-241-8332）へ。

保育園名 電話番号 期日 保育園名 電話番号 期日
＊松　崎 26-8282 12/18㈮、1/15㈮ ＊三里塚第一 35-0165 12/15㈫、1/5㈫・19㈫
　中　台 27-9023 12/16㈬、1/20㈬ ＊三里塚第二 35-0081 12/22㈫、1/12㈫・26㈫
　新　山 28-2527 12/17㈭、1/21㈭ 　赤　荻 24-0752

毎日
（土・日曜日、祝日を除く）

　長　沼 37-0005 12/25㈮、1/22㈮ ＊大　栄 73-3000
＊中台第二 29-6676 12/15㈫、1/19㈫ ＊宗　吾 26-2472
　玉　造 26-8889 1/14㈭・28㈭ ＊公津の杜 29-6551
＊吾　妻 27-5773 1/13㈬・27㈬ ＊月かげ 96-0531
　橋賀台 28-0676 12/22㈫、1/12㈫・26㈫ ＊成　田 22-0856

一時保育のみ
＊高　岡 96-0042 1/13㈬・27㈬ ＊つのぶえ 22-0867
　小御門 96-2362 12/17㈭、1/21㈭

広報なりた 2009.12.15 ��



幼児健康診査
健やかな成長を願って

　市では1歳6カ月、2歳6カ月、3歳6カ
月のお子さんを対象に健診を行っていま
す。これらの年齢は、身体や心の成長が
目覚ましい時期です。お子さんの健やか
な成長のために、健診を受けましょう。
1歳6カ月児健診
対象＝1歳6カ月の幼児
内容＝内科診察、歯科健診、身体測定、

個別相談、手作りおやつの試食
2歳児歯科健診
対象＝2歳6カ月の幼児
内容＝歯科健診、フッ素塗布（希望者）、

個別相談
3歳児健診
対象＝3歳6カ月の幼児
内容＝尿検査、内科診察、歯科健診、身

体測定、個別相談
※対象となるお子さんのいる家庭には事

前に問診票を送付しています。くわ
しくは健康増進課（☎27-1111）へ。

介護予防教室
音楽療法で気分さわやかに

日時＝1月21日、2月4日、3月4日の木
曜日（全3回） 午後1時30分〜3時30分
会場＝加良部公民館
内容＝簡単な体操、懐かしい歌の合唱
講師＝磯田公子さん（音楽療法士）
対象＝市内在住の65歳以上の人
定員と参加費＝30人（応募者多数は抽

選）・無料
持ち物＝動きやすい服装、室内用運動靴、

飲み物（水分補給用）
※駐車場が少ないので、来場にはなるべ

く公共交通機関を利用してください。
申し込みは1月14日㈭までに社会福祉
協議会（☎27-7755）へ。

パパママクラス
赤ちゃんを迎える準備を
日時＝偶数月の第2水曜日 午後1時30分

〜4時、奇数月の第2土曜日 午前9時
30分〜正午
会場＝保健福祉館
対象＝初めての赤ちゃんが生まれる夫婦

やその家族
内容＝人形を使って、赤ちゃんをお風呂

に入れる実習など
参加費＝無料
※申し込みは健康増進課（☎27-1111）へ。

市内の保育園
来年4月の入園申請を受け付けます

　市内保育園の来年4月の入園申請を受
け付けます。5月以降の入園は、希望す
る月の前月に保育課または各保育園で受
け付けます。
入園基準＝市内在住で、保護者が仕事や

病気などにより、乳幼児を保育でき
ない場合（保護者以外の同居親族など
が保育できる場合を除く）

申請書配布場所＝保育課（市役所2階）、
下総・大栄支所市民福祉課、各保育園

受付日時と場所＝1月6日㈬・7日㈭・10日
㈰ 午前9時〜11時30分、午後1時30分
〜4時・市役所6階大会議室（10日は保健
福祉館。都合の悪い人は1月8日㈮ 午後
1時30分〜4時に各保育園で受け付け）

※申請に必要な書類をそろえて、できる
だけ1月6日㈬・7日㈭に申請してくだ
さい。市外の保育園に入園を希望す
る人は保育課（☎20-1607）に相談し
てください。くわしくは同課へ。

新型インフルエンザワクチン
集団接種を実施します

　市では、1歳以上の未就学児を対象に、
新型インフルエンザワクチンの集団接種

（予約制）を1月以降に予定しています。
　接種は任意です。保護者の判断で接種
を検討してください。また、個別に各医
療機関で接種することも可能です。
対象＝平成15年4月2日〜平成20年12月

31日生まれの幼児（12月1日現在成田
市に住民票がある人には事前に案内
を送付します）
費用＝1回目…3,600円、2回目…2,550

円（1回目の接種と医療機関が異なる
場合は3,600円）

※集団接種の対象になっていない人は、
各医療機関で予約して接種してくださ
い。くわしくは健康増進課（☎27-111
1）、個別接種については各医療機関へ。

市民公開講座
スポーツ障害を知ろう
日時＝12月19日（土） 午後1時30分〜3時
会場＝成田赤十字病院A棟8階講堂
テーマ＝成長期のスポーツ障害〜下肢の

外傷を中心に〜
講師＝川口佳邦さん（成田赤十字病院整

形外科医師）
定員と参加費＝100人（先着順）・無料
※申し込みは成田赤十字病院社会課（☎

22-2311内線7502）へ。

母親学級
赤ちゃんを迎える準備を

　妊婦さんが妊娠中を楽しく過ごせるよ
う、出産について学びます。
日時＝毎月第2〜第4火曜日（全3回）　午

後1時30分〜4時30分（第2回は午前9
時45分から）
会場＝保健福祉館
内容＝産婦人科医師、助産師によるお産

についての話、歯科医師による歯科
検診、調理実習など
対象＝主に初めて妊娠した人（事前には

がきで通知）
参加費＝300円（調理実習費）
※申し込みは健康増進課（☎27-1111）へ。

HEALTH AND WELFARE

福祉と健康
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 編 集 後 記  
　“広報なりた”15日号の最終紙面を飾る“国体の記憶”も回を重ねて15回目となりま
した。今回は私の母校、成田高校の元教諭土屋先生。久しぶりにお会いし髪に白い
ものが目立ちましたが、その温和な人柄は当時とほとんど変わらず、「アンタロー先生」
健在。楽しかった日本史の授業が思い出されました。たくさんのお話をお伺いし、紙
面には載せられないようなことも…。柔道部に若い先生が入ると、すぐに監督の座
を譲り後輩の育成に尽力。私もこんな風に歳を重ねられたら素敵だなぁと感じました。

成田市役所本庁舎（行政棟、議会棟、消
防本部、成田消防署）はISO14001の認
証登録を受けています。

　

高
校
か
ら
始
め
、
選
手
そ
し
て
指
導
者

と
し
て
30
年
以
上
柔
道
人
生
を
歩
ん
で
き
た
。

中
で
も
一
度
だ
け
出
場
し
た
国
体
は
「
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
思
い
出
深
か
っ
た
」
と
振
り

返
る
。

　

高
校
3
年
の
夏
、
舞
台
は
北
海
道
苫
小
牧
。

特
別
に
運
行
さ
れ
た
国
体
列
車
に
2
日
間
揺

ら
れ
、
よ
う
や
く
着
い
た
北
の
地
は
、
広
大

な
自
然
と
清
涼
感
に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
旅

行
経
験
も
ろ
く
に
な
か
っ
た
少
年
の
目
に
は

“
異
国
の
地
”
と
映
っ
た
。

　
「
驚
い
た
の
は
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
泊
ま
り
先
に
連
れ
て
行
か
れ
る
と
、
そ

こ
は
旅
館
で
は
な
く
「
公
娼
宿
」（
売
春
が
許

容
さ
れ
い
て
い
た
飲
食
店
）だ
っ
た
ん
で
す
。

も
ち
ろ
ん
健
全
に
一
晩
を
過
ご
し
ま
し
た
が

…
」
。
い
く
ら
国
民
的
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
と

い
っ
て
も
、
そ
こ
は
お
金
の
な
い
時
代
。
都

道
府
県
が
使
え
る
予
算
も
限
ら
れ
、
今
の
よ

う
に
そ
ろ
い
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
試
合
着
も

な
く
、
宿
泊
所
も
粗
末
な
も
の
が
一
般
的

だ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　

試
合
は
よ
も
や
の
初
戦
敗
退
に
終
わ
っ
た
。

同
年
に
安
房
高
校
が
全
国
を
制
し
、
名
を
轟

か
せ
て
い
た
千
葉
県
勢
は
、
当
然
優
勝
候
補

の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
自

身
が
任
さ
れ
た
先
鋒
戦
で
、
得
意
の
内
股
を

仕
掛
け
る
間
も
な
く
一
本
負
け
を
喫
す
る
と
、

続
く
中
堅
・
大
将
も
あ
っ
さ
り
と
星
を
落
と

し
て
し
ま
っ
た
。「
組
ん
で
た
っ
た
の
3
秒

で
し
た
よ
。
3
人
と
も
負
け
て
し
ま
っ
た
と

き
は
何
が
起
き
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
」
。

監
督
や
ほ
か
の
選
手
か
ら
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら

れ
、「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
地
元
に
帰
れ
な
い
」

と
落
ち
込
ん
で
い
た
が
、
結
果
的
に
は
敗
戦

相
手
の
香
川
県
が
優
勝
。
気
を
取
り
直
し
た

監
督
に
洞
爺
湖
温
泉
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

い
、
悔
し
さ
も
疲
れ
も
全
部
吹
き
飛
ん
だ
。

　

来
年
に
は
37
年
ぶ
り
に
千
葉
県
で
国
体
が

開
催
さ
れ
る
。
柔
道
は
成
田
市
で
の
実
施
種

目
だ
。「
今
か
ら
楽
し
み
で
す
ね
。
日
本
の

柔
道
は
世
界
か
ら
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

選
手
た
ち
に
は
、
勝
負
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
ず

一
本
を
狙
い
に
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
柔
道

を
見
せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

国
体
の
記
憶
●15

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
広
報
課（
☎
20
‐
1
5
0
3
）へ
。

国体列車で（右が土屋さん。左は現県柔道連盟
会長の三橋秋義さん・昭和29年）

3
秒
で
喫
し
た
一
本
負
け

土屋 安
や す

太
た

郎
ろ う

さん（富里市）
いすみ市（旧大原町）生まれ。
昭和29年、県立大多喜高校在学中に柔
道で北海道国体に出場。スポーツ特待
生第1号として入学した東洋大学では、
主将としてチームを引っ張った。昭和38
年から平成元年まで成田高校柔道部監
督を務める


